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か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
災
害
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気
象
庁
が
《
平
成
30
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
》
と
命
名
し

た
今
回
の
地
震
は
、
内
陸
の
深

さ
37
㎞
で
起
き
た 

、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
７
（
最
大
震
度

７
）
の
直
下
型
の
地
震
で
す
。

　

国
内
で
震
度
７
を
記
録
し
た

の
は
６
回
目
、
道
内
で
は
観
測

史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

市
内
で
は
、
新
千
歳
空
港
で

６
弱
、
市
街
地
で
は
５
強
と
な

り
、
特
に
空
港
の
被
害
は
大
き

く
、
７
日
の
９
時
に
国
内
線
が

復
旧
す
る
も
、
国
内
線
４
階
ま

で
の
ビ
ル
内
商
業
施
設
の
営
業

再
開（
ホ
テ
ル・温
浴
施
設
な
ど

の
一
部
を
除
き
）
ま
で
に
は
、
お

お
よ
そ
３
週
間
を
要
し
ま
し
た
。

胆
振
東
部
地
震
発
生
か
ら
災
害
対
策
本
部
の
廃
止
ま
で

第 

１ 

特 

集 

▼９月5日／台風21号による千歳小横道での倒木。
２日前まで祭の出店が並んでいた場所。

▼９月 6 日／震災後の停
電により、市内すべての
信号機の機能が停止した。

９
月
５
日
。
台
風
21
号
に
よ
る
暴
風
の
影
響
で
、

市
は
、
市
内
全
域
で
の
倒
木
な
ど
の
被
害
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
６
日
３
時
７
分
、
胆
振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発
生
。

そ
し
て
、
全
道
規
模
の
大
停
電
。
今
月
の
《
第
１
特
集
》
と
し
て
、

地
震
発
生
か
ら
９
月
20
日
付
け
災
害
対
策
本
部
廃
止
ま
で
の
で
き
ご
と
を
記
録
し
ま
す
。

項　目 被 害 の 概 要

人的被害 死　亡：   ０人　
負　傷 ：11 人（軽傷）

建物被害
全壊・半壊なし

《り災証明発行件数》
台風 34 件・地震 109 件

道路・橋
・協和第 2 道路に亀裂
（段差約 7 ㎝・幅約 8 ㎝、
 長さ約 170m ）

電　　気
地震発生直後から停電
9 月 8 日 1 時 21 分 に は
市内全域で完全復旧

水　　道 水道管の損壊などはなし
／貯水槽のある建物では停
電のため断水状態が発生

ガ　　ス ガスに関する損壊などは
なし

千歳のおもな被害状況
※９月20日現在とりまとめ分

次
な
る
災
害
に
備
え
て

今
、用
意
し
て
お
き
た
い
物

各
地
に
大
き
な
つ
め
跡
を

残
し
た
９
月
６
日
の
地
震

■農道に生じた地割れ

■厚真ダム方面を眺め
た景観。土砂崩れで山
肌が露出している。

写
真
は
９
月
14
日
厚
真
町
で
撮
影

■田んぼに流出した
　　　　　　土石流

乾パンや缶詰など火
を通さずに食べられ
るもの、水はペット
ボトルが便利

１ 次 持 出 品  　 ０ 次 持 出 品  　

現金（10円硬貨も）、身
分証明書、携帯電話・
スマートフォン、筆記
用具、ハンカチ、ティッ
シュペーパー、マスク、
携帯食、飲料水、カイ
ロ、ホイッスルなど

▪ 非常食・水 ▪ 携行品
　

余
震
の
頻
度
な
ど
は
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
今
後
、
同
じ
事
態
が
生
じ
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に
、
日
ご
ろ
か
ら
携
行

で
き
る
《
０
次
持
出
品
》、最
初
に
持
ち
出
す
《
１

次
持
出
品
》、
災
害
か
ら
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を

支
え
る
《
２
次
持
出
品
》
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

※対策本部を廃止した９月 20日現在の概要です。

※り災証明発行手続は納税課で受付中です。
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千
歳
は
、
震
源
地
か
ら
35
㎞

ほ
ど
の
近
い
位
置
に
あ
り
な
が

ら
大
き
な
被
害
は
な
く
、
亀
裂

に
よ
る
道
路
封
鎖
も
１
か
所
に

と
ど
ま
る
程
度
で
し
た
。

　

市
は
、
地
震
発
生
後
、
速
や
か

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

職
員
を
招
集
。
自
衛
隊
、
警
察

な
ど
と
の
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
活
発
な
余
震
活
動

が
続
い
た
ほ
か
、
北
海
道
全
域

に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
停
電
が
発

生
し
、市
内
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
、

工
場
が
休
止
と
な
る
な
ど
、
普

段
の
あ
た
り
ま
え
な
生
活
が
、

突
然
、不
自
由
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
管
の
損
壊
に
よ
る
断
水

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
通
電

ま
で
の
間
、
食
事
の
調
理
器
が

使
え
な
く
な
り
、
テ
レ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
容
易
に

情
報
を
得
る
手
段
も
失
わ
れ
ま

し
た
。

　

ガ
ス
こ
ん
ろ
や
電
池
（
蓄
電

器
）
な
ど
、
家
庭
に
お
け
る

災
害
備
蓄
品
の
見
直
し
、
避
難

所
の
確
認
な
ど
、
だ
れ
に
と
っ

て
も
学
ぶ
こ
と
が
多
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▲災害対策本部会議は、9月 6日の設置から 20日の廃止までの間に
計 13回開催。市の各対策部、千歳警察署、陸・空各自衛隊、千歳航
空基地、札幌管区気象台などの関係機関が出席し情報共有を図った。

▶▼災害発生後
間もなく事業者
の努力により一
部営業を開始し
たスーパーやガ
ソリンスタンド
などには、長蛇
の列が生じた。

▲一部、マンションの受水槽から
の断水が生じ、住人の多くが公園
などでの給水を余儀なくされた。

■ 9月 7日
イオン千歳店

■ 9月 7日／スタンドまで
１㎞以上の渋滞が生じた末広高台通

■ 9月 7日／文京シマウマ公園

▼9月 6日～ 8日／市の要請に応
え、第11普通科連隊、第1特科団、
第2航空団が給食支援を実施。

▲ 9月 7日／道の駅店舗の皆さんによる
おむすびの炊き出し。売り上げは全額、
復興のため社会福祉協議会に寄付された。

　▼空の便の欠航により足止め
になった多くの道内観光客のため
《観光客用避難所》を開設。通訳
には、千歳ボランティア通訳クラ
ブや千歳観光連盟の協力を得た。

▼
だ
れ
も
が
学
ぶ
こ
と

の
多
か
っ
た
２
週
間

■《観光客用避難所》となった公民館

２ 次 持 出 品  　

■懐中電灯（1 人に
１つ）、ラジオ（ＡＭ
／ＦＭの両方を聞け
るもの）、予備の電池

■防寒用の衣類、タ
オルは汚れのふき取
りやケガの手当てな
どに便利

■傷薬、ばんそうこ
う、解熱剤、かぜ薬、
胃腸薬、目薬、常備
薬は必須

■缶詰、ドライフー
ズ、栄養補助食品、
調味料など最低３日
分以上、食器類

■飲料水（大人１人
当たり、１日３リッ
トルが目安）最低３
日分以上、ポリ容器
にも水をためておく
と便利

■卓上こんろや予備
用のガスボンベ、毛
布、寝袋、洗面用具、
使い捨てカイロなど

▪ 懐中電灯・携帯ラジオ▪ 衣類・タオル▪ 救急医薬品▪ 食　品▪ 水▪ 料燃・防寒具など

１ 次 持 出 品  　

最低でも３日以上の生活ができるよう、家族構成に合わせて用意しましょう
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今
回
の
災
害
で
は
、
市
民
に

対
す
る
支
援
活
動
の
ほ
か
に
、

北
海
道
に
訪
れ
た
観
光
客
の
多

く
が
、
帰
路
の
通
過
点
な
ど
と

し
て
千
歳
に
足
を
と
ど
め
た
こ

と
へ
の
対
応
が
生
じ
ま
し
た
。

　

市
は
、
新
千
歳
空
港
や
鉄
道

な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
機
能

停
止
に
よ
り
、
行
き
場
を
失
っ

た
観
光
客
な
ど
の
た
め
、
指
定

避
難
所
の
ほ
か
に
、《
観
光
客
用

避
難
所
》と
し
て
、そ
な
え
ー
る
、

公
民
館
、
ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
ア

リ
ー
ナ
を
順
次
指
定
し
ま
し
た
。

９
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

間
、
各
避
難
所
へ
の
観
光
客
の

搬
送
や
生
活
支
援
、
空
路
や
鉄

道
の
再
開
に
合
わ
せ
た
搬
送
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
《
交
通
の
要
衝
・
観
光
の
ま
ち
》
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
共
助
の
大
切
さ
を
思
い
知
る
。

　

北
海
道
の
観
光
振
興
へ
の
影

響
は
大
き
く
、
北
海
道
経
済

部
観
光
局
で
は
、「
観
光
消
費

の
影
響
額
を
推
計
す
る
と
約

２
９
２
億
円
と
な
る
」
と
公
表

し
て
い
ま
す
。（
９
月
15
日
）

　

市
内
で
も
、
地
震
の
被
害
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
支
笏
湖
温
泉

地
区
を
は
じ
め
ホ
テ
ル
の
キ
ャ

ン
セ
ル
な
ど
が
相
次
ぎ
、
市
内
観

光
施
設
や
土
産
店
な
ど
の
客
足

に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

全
道
的
な
観
光
消
費
の
状
況

を
考
え
る
と
、
北
の
玄
関
口
・

新
千
歳
空
港
を
要
す
る
ま
ち
と

し
て
の
役
割
や
意
義
を
あ
ら
た

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

避難所での生活を聞きました

避
難
所
生
活
は
、

私
と
千
歳
市
民
と
の

絆
を
く
れ
た

■地震のあった夜、私たちは札幌のホテ

ルに宿泊していましたが、災害後はどこ

にも滞在できなくなりました。韓国大使

館のホームページで千歳の避難所のこと

を知りました。ここでは、私たち海外旅

行者にも親切にしていただき、心から感

謝しています。地震のときは１秒でも早

く北海道を去りたいと思いましたが、今

では、いつかもう一度訪れて、この旅行

のやり直しをしたいと思っています。

■旭川での営業のため、９月

５日 21時着の便で、単身、北

海道を訪れ、台風災害と地震

災害のために、10 日の帰りの

便までの間、千歳での避難生

活を余儀なくされました。

そこで、千歳市民の方に温かいおもてなしをいただきました。６日の晩、

隣で一緒に過ごした女性は、近所に住む 73歳の一人暮らしの方で、真夜

中の震災に対する不安から、避難所での寝泊まりをしていた方でした。余

震におびえる思いを共有したこともあり、7日の朝、家まで案内され、温

かいコーヒーを飲ませていただきました。初めてホッとした瞬間でした。

その後、汗で気持ち悪いだろうからといって、市内のスーパー銭湯（千歳

乃湯えん）に、また、せっかくだからといって、道の駅のお土産屋さんに

も車で連れて行ってくれたのです。悲惨な旅行であるはずが、かけがえの

ない思い出と、私とその方との絆をくれました。

千歳の皆さんの優しさに、いままで以上に北海

道が好きになりました。また、会いに来ます！

胆
振
東
部
地
震
発
生
か
ら

災
害
対
策
本
部
の
廃
止
ま
で

第
１
特
集

韓国の方にも聞きました

大阪から観光に来て
千歳中で過ごした皆さん

（9 月 8 日／ダイナックスアリーナ）

（
９
月
８
日
／
千
歳
中
）

宇
う さ み

佐美 一
か ず え

恵さん

愛知県一宮市在住

カーヒャン・キムさん
キーヒャン・キムさん ／ 国籍：韓国

●
医
療
支
援
（
９
月
16
～
18
日
）

　
厚
真
町
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
18
人
派
遣

●
給
水
支
援
（
９
月
９
～
10
日
）

　
安
平
町
へ
９
人
を
派
遣

●
漏
水
調
査
支
援
（
９
月
13
～
20
日
）

　
厚
真
町
へ
39
人
を
派
遣

●
保
育
支
援
（
９
月
18
～
28
日
）

　
厚
真
町
こ
ど
も
園
へ
、
期
間
中
の
８
日

　
間
で
４
人
を
派
遣

▼

▲市の水道局

職員による厚真

町での漏水調査

（９月 14日）

市
の
被
災
地

支
援
活
動

いつかまた、

旅のやり直しを！

▲支笏湖温泉地区は、王子製紙の水力発
電により１時間弱の停電ですみ、地震初
日もホテルは営業を続けた。（写真は、支
笏湖の無事・元気を伝えるＰＲ動画から）



　9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震で犠牲
になられた方々のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、被災された皆様や関係者の皆様に、心から
お悔やみとお見舞いを申し上げます。
　震源地の胆振東部地域では、今なお多くの方々
が避難所での生活を余儀なくされており、1 日も早
い復旧、復興を切に願っているところであります。

　また、この度の地震に際しまして、災害派遣を
いただいた自衛隊の皆様やご支援・ご協力いただ
きました関係者の皆様、また、全国各地からお見
舞いや温かいお言葉をいただきました多くの皆様
に、心からお礼を申し上げます。

　本市におきましては、幸いにも大きな被害はな
く、地震発生から 2 日後の 9 月 8 日には市内全域
で電力が復旧したため、避難所を閉鎖し、公共交
通機関も順次運行を再開するなど、徐々に市民生
活も平穏を取り戻してきたところであります。

　市民の皆様におかれましては、これからの秋の
行楽シーズンを迎えるにあたりまして、市内経済
の活性に向けて、これまでどおりの生活を送られ
ますとともに、「元気な千歳」に多くの方々が安
心して足を運んでいただけるよう、皆様方の応援
をお願いいたします。

《観光客の皆様へ》  ～ 千歳市は元気です ～
　この度の地震では幸いにも本市に大きな被害は
なく、交通機能や観光・宿泊施設についてもこれ
までと同様に皆様をお迎えすることができます。
　千歳川では遡上するサケが秋の訪れを告げ、支
笏湖では紅葉が鮮やかに色づき、農村部では黄金
色の輝きを放つ豊穣の季節を迎えます。
　ぜひとも、多くの皆様に見ごろ食べごろ満載の
千歳の秋をご堪能いただきたく、「元気な千歳」
にお越しくださいますようお願い申し上げます。

　

現
在
も
な
お
、
建
物
の
損
壊

や
断
水
な
ど
の
影
響
で
、
多
く

の
住
民
が
長
い
期
間
、
不
自
由

な
生
活
を
続
け
て
い
る
被
災
地

に
、全
国
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
支
援
活
動
に
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

受
け
た
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
》

申
請
件
数
は
９
月
25
日
現
在
で

２
０
９
件
を
数
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
を
受
け
、
私
た

ち
は
、
近
隣
市
を
含
め
た
全
道

的
な
復
興
に
向
け
、
元
気
を
出

し
て
、
前
へ
と
進
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
教
訓

か
ら
学
び
、
自
ら
の
命
を
自
分

で
守
る
力
を
、
し
っ
か
り
と
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
今
回
の
災
害
を
教
訓

に
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
や
協
力
を
得
な
が
ら
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

《
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
ひ

と
づ
く
り
》
に
努
め
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

す
べ
き
こ
と

事前に社会福祉協議会でのボランティア
保険加入にご協力をお願いします。被災
地の災害ボランティアセンターでの加入
受付は、大変混雑しています。災害復旧
作業に尽力している被災地の負担を少し
でも軽減させるため、ご協力をお願いし

ます。

被 災 地 へ 向 か わ れ る

ボランティアの皆さんにお願いです

千歳市社会福祉
協議会ボラン
ティアセンター
((27)2525
▪ＦＡＸ (27)2528（9月 14日／安平町災害

ボランティアセンター）

北海道胆振東部地震災害義援金

日本赤十字社では、今回の震災の義援金を、次の
金融機関の口座で受け付けています。

銀
行
１

北洋銀行 札幌南支店
普通預金 4627670
北海道災害義援金募集委員会 会長 伊藤 義郎

銀
行
２

北海道銀行 本店営業部
普通預金 3286280
北海道災害義援金募集委員会 会長 伊藤 義郎

郵
便
局

ゆうちょ銀行 00130-1-673591

日赤平成 30 年北海道胆振東部地震災害義援金

【募集期間】平成 31 年３月 31 日㈰まで

千歳市社会福祉協議会事務局内
((27)2525／▪ＦＡＸ (27)2528詳細

千歳市長からのメッセージ

千歳市長

山口 幸太郎

「元気です！千歳市」動画配信中
市の観光ＰＲサイト《ちとせの観光》では、市
長をはじめ、支笏湖地区の皆さんや千歳市観光
ＰＲ大使・水森かおりさんの応援メッセージ動
画を配信しています。ぜひ、ご覧ください。
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welcome-to-chitose.jp

社 会 福 祉 協 議 会 の 活 動

平成 30 年
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キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
に

思
い
を
馳
せ
る

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補

第 

２ 

特 

集 

今
年
７
月
19
日
、
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
が
文
化
庁
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の
世
界
文
化
遺
産
の
推
薦
候
補
に

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
中
央
地
区
に
広
が
る
国
史
跡
《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
は

そ
の
構
成
資
産
の
一
つ
で
、
千
歳
に
も
《
世
界
遺
産
》
が
誕
生
す
る

可
能
性
が
、
一
段
と
高
ま
り
ま
し
た
。

第
２
特
集
で
は
、
遺
跡
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

《
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
》
の
姿
を
お
さ
ら
い
し
ま
す
。

鈴木 大臣が
キウス周堤墓群
を視察しました

８月１日に、東京オリンピック・パラリンピック担当大臣の鈴木 
俊一氏は、「北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群」世界遺産
登録推進議員連盟の会長として、千歳市を訪問。埋蔵文化財セン
ターとキウス周堤墓群の１号・２号周堤墓を視察されました。

市の職員の説明に熱心に耳を傾ける鈴木大臣
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国
道
沿
い
の
林
の
中
に
広
が
る
手
の
届
く
国
史
跡

　

千
歳
駅
か
ら
国
道
337
号
線
を

長
沼
町
に
向
か
い
約
10
㎞
、
道

東
自
動
車
道
の
千
歳
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
越
す
と
す

ぐ
、
国
道
に
せ
ま
る
林
の
中
に

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
位
置
し
ま

す
。《
馬
追
丘
陵
》
西
側
の
ふ

も
と
、
標
高
15
～
20
ｍ
の
緩
斜

面
上
に
広
が
る
、
８
つ
の
大

き
な
円
形
の
く
ぼ
み
は
、
縄

文
時
代
後
期
後
半
（
紀
元
前

１
２
０
０
年
ご
ろ
）
に
造
ら
れ

た
、北
海
道
固
有
の
《
集
団
墓
》

で
す
。

　

古
代
の
縄
文
人
は
、
地
面
を

円
形
に
掘
り
下
げ
、
ド
ー
ナ
ツ

状
に
土
を
盛
っ
た
《
周
堤
》
に

囲
ま
れ
た
区
画
の
中
に
、
た
く

さ
ん
の
お
墓
を
造
り
、
遺
体
を

埋
葬
し
ま
し
た
。

　

周
堤
を
含
む
く
ぼ
み
の
大
き

さ
は
直
径
30
～
75
ｍ
。
く
ぼ
み

の
底
か
ら
周
堤
の
上
ま
で
の
高

さ
は
０
・
５
～
５
・
４
ｍ
。
造
成

に
よ
る
土
の
推
定
移
動
量
は
、

最
大
で
３
４
０
０
㎥
に
達
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
縄
文
人

の
労
力
を
考
え
る
と
驚
き
で
す
。

　　

こ
の
《
周
堤
墓
》
は
、
一
部

が
道
東
と
芦
別
市
に
あ
る
ほ
か

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
を
横
断
す

る
現
在
の
国
道
337
号
は
、
今
か

ら
130
年
近
く
も
前
の
１
８
９
０

年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
か
ら
こ
の
場
所
に
大
き

な
く
ぼ
み
が
存
在
す
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

道
路
は
《
由
仁
街
道
》
と
呼
ば

れ
た
交
通
の
要
で
し
た
。

　

明
治
時
代
の
歴
史
家
・
河
野

常
吉
は
、こ
の
く
ぼ
み
を《
チ
ャ

シ
の
跡
》
だ
と
考
え
ま
し
た
。

「
チ
ャ
シ
」
と
は
、
ア
イ
ヌ
の

人
た
ち
が
造
っ
た
砦
、
祭
り
の

場
、
見
張
り
台
な
ど
多
様
な
機

能
を
も
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

は
、
大
部
分
が
千
歳
、
恵
庭
、

苫
小
牧
の
石
狩
低
地
帯
に
集
中

し
、
道
内
の
８
割
以
上
が
、
千

歳
地
区
に
分
布
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
周
堤
墓
は
千
歳
で
発
祥

し
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
規
模

の
大
き
な
周
堤
墓
が
群
集
し
、

現
在
で
も
地
表
か
ら
そ
の
形
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も

の
と
し
て
、
１
９
７
９
年
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
シ
で
は
な
い
と
の
説
も

あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
３
０
年

（
昭
和
５
年
）
に
は
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
保
存
法
に
よ
っ
て

《
史
蹟
チ
ャ
シ
》
と
し
て
仮
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
９
６
４
年
７
月
に
、
は
じ

め
て
千
歳
市
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
の
《
第
１
号
周
堤
墓
》

の
中
心
か
ら
周
堤
に
か
け
て

幅
１
～
２
ｍ
、
長
さ
33
ｍ
の
細

長
い
溝
を
掘
り
、
67
㎡
を
調
査

し
た
結
果
、
中
心
付
近
に
５
基

の
《
墓
穴
》
が
、
ま
た
第
４
号

墓
か
ら
は
墓
標
と
考
え
ら
れ
る

《
立
石
》
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
、
周
堤
墓

は
ア
イ
ヌ
の
人
が
造
っ
た
チ
ャ

シ
で
は
な
く
、《
縄
文
時
代
の

墓
》
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
。

　

実
に
、
由
仁
街
道
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
て
か
ら
74
年
が
経
過

し
た
年
で
し
た
。

キウス周堤墓群

長都駅

千歳駅
サッポロ
ビール庭園駅

恵庭駅

新千歳空港

南千歳駅

千歳東ＩＣ

千歳ＩＣ

新千歳空港ＩＣ

千歳ＪＣＴ

国道337

国道36

道央自動車道

道東自動車道

埋蔵文化財センター

第６号

第４号
第１号

第３号

第２号

第５号

第 12号

第 11号

国道 

337

←
至
長
沼
町

至
千
歳
市
街
→

…史跡指定範囲

5.4m（第２号周堤墓）

周堤墓の断面イメージ

駐車場

※青看板が
入り口の目印

■キウス周堤墓群
史跡指定面積：4.9ha ／中央地
区はかつて「キウス」と呼ばれ

※北海道立埋蔵文化財センター調査報告書より

発見当時の《立石》

【第２特集】

国
道
が
中
央
を
通
る

周
堤
墓
群

《第 1 号周堤墓》の大きさを表す写真

ていました。「キウス」とはアイヌ語で「キ・ウシ」（カ
ヤ・群生する所）という意味です。 現在、台風 21 号
による倒木のため、一部立ち入りを制限しています。



現時点の日本の世界遺産（22 件）
■
文
化
遺
産

平泉：建築・庭園、考古学
的遺跡群／岩手県

■
文
化
遺
産

法隆寺地域の仏教建造物
／奈良県

富士山：信仰の対象と芸術
の源泉／静岡・山梨県

姫路城
／兵庫県

富岡製糸場と絹産業遺産群
／群馬県

古都京都の文化財
／京都府・滋賀県

明治日本の産業革命遺産 製
鉄・鉄鋼、造船、石炭産業／
福岡・佐賀・長崎・熊本・鹿
児島・山口・岩手・静岡県

白川郷・五箇山の合掌造
り集落／岐阜・富山県

ル・コルビュジエの建築作
品／東京都ほか 7 か国

原爆ドーム
／広島県

「神宿る島」宗像・沖ノ島
と関連遺産群／福岡県

厳島神社
／広島県

長崎と天草地方の潜伏キリシ
タン関連遺産／長崎・熊本県

古都奈良の文化財
／奈良県

■
自
然
遺
産

白神山地
／青森県・秋田県

日光の社寺
／栃木県

屋久島
／鹿児島県

琉球王国のグスク・関連
遺産群／沖縄県

知床
／北海道

紀伊山地の霊場と参詣道
／三重・奈良・和歌山県

小笠原諸島
／東京都

石見銀山遺跡とその文化
的景観／島根県
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行
っ
て
い
ま
す
（
２
０
１
３
年

か
ら
）。
国
史
跡
指
定
範
囲
の

周
辺
部
で
、
部
分
的
に
発
掘
調

査
を
行
い
、
遺
構
や
遺
物
の
有

無
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

遺
物
が
出
土
し
ま
す
。
な
か

で
も
土
で
作
っ
た
土
器
と
石
で

作
っ
た
石
器
は
、
木
や
植
物
で

作
っ
た
木
製
品
・
繊
維
製
品
や

骨
、
角
で
作
っ
た
骨
角
器
と
は

異
な
り
、
何
千
年
た
っ
て
も
腐

ら
ず
に
残
り
ま
す
。

　

特
に
お
墓
は
、
埋
葬
者
の
性

別
、
集
団
生
活
に
お
け
る
位
、

あ
る
い
は
観
念
な
ど
の
個
人
的

な
生
活
様
態
や
そ
れ
を
取
り
巻

く
社
会
的
様
式
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
大
規

模
な
土
木
工
事
を
行
わ
な
い
と

さ
れ
る
縄
文
人
が
遺
し
た
、
世

界
的
に
も
希
な
遺
跡
で
あ
り
、

古
代
の
千
歳
の
民
の
く
ら
し
や

思
想
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

も
、私
た
ち
が
そ
の
姿
を
守
り
、

後
世
へ
と
受
け
継
ぐ
べ
き
千
歳

固
有
の
遺
産
な
の
で
す
。

　
《
世
界
遺
産
》
と
は
、
地
球

の
生
成
と
人
類
の
歴
史
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
、
過
去
か
ら
現

在
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
か

け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。
現

在
を
生
き
る
世
界
中
の
人
々
が

過
去
か
ら
引
継
ぎ
、
未
来
へ
と

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
類
共
通
の
遺
産
で
す
。

　

１
９
７
２
年
、
ユ
ネ
ス
コ

総
会
で
採
択
さ
れ
た
《（
通
称
）

世
界
遺
産
条
約
》
は
、
文
化
遺

産
や
自
然
遺
産
を
損
傷
、
破
壊

な
ど
の
脅
威
か
ら
保
護
し
、
保

存
し
て
い
く
た
め
に
、
国
際
的

　

２
５
０
０
年
ほ
ど
前
に
噴
火

し
た
樽
前
山
の
火
山
灰
よ
り
下

層
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
縄
文

時
代
後
期
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ

る
周
堤
墓
で
は
、
さ
ら
な
る
発

掘
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　

第
１
号
周
堤
墓
に
次
い
で
、

翌
１
９
６
５
年
に
は
《
第
２
号

周
堤
墓
》
の
中
心
付
近
で
48
㎡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
新
た

に
墓
穴
が
１
基
見
つ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
お
墓
は
８
個
の
石
に

囲
ま
れ
た
特
徴
的
な
も
の
で
、

墓
の
ま
わ
り
か
ら
は
土
偶
の
破

片
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

同
年
、
国
道
337
号
の
拡
幅
工

事
が
行
わ
れ
た
際
に
も
、
４
号

周
堤
墓
の
北
側
外
縁
か
ら
、
さ

ら
に
１
基
の
墓
穴
が
見
つ
か

り
、
そ
の
中
か
ら
副
葬
さ
れ

た
《
石
棒
》
が
発
掘
さ
れ
ま
し

た
。
石
棒
は
頁
岩
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
で
、
長
さ
57
㎝
、
重
さ

710
ｇ
、
両
頭
部
に
は
線
刻
模
様

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、

１
９
７
７
年
に
、《
磨
製
石
棒
》

と
し
て
、
有
形
文
化
財
に
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
遺
跡
の
広
が
り

を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
を

な
協
力
お
よ
び
援
助
の
体
制
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
条
約
締
結
国
は
193

か
国
で
、
日
本
は
１
９
９
２
年

に
条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
に
は
、
建
物
や
記

念
物
、
遺
跡
な
ど
の
《
文
化
遺

産
（
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
）》、
地
形
や
地
質
、
生
態

系
な
ど
の
《
自
然
遺
産
（
ア
メ

リ
カ
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

な
ど
）》、
両
方
の
性
質
を
も
つ

《
複
合
遺
産（
ペ
ル
ー
の
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
な
ど
）》
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
発
掘
作
業
と

縄
文
人
の
生
活
に
根
ざ
す
周
堤
墓
と
し
て
の
価
値

世
界
遺
産
の
あ
ら
ま
し
と

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
》
の
位
置
づ
け

■ 第１号周堤墓から出土した土器■ 市指定有形文
化財《磨製石棒》。
両端には模様が
刻まれています。
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【第２特集】

《
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
遺
跡
群
》
は
、
津
軽

海
峡
を
挟
む
北
海
道
・
北
東
北

に
お
い
て
、
縄
文
時
代
の
各
時

期（
草
創
期
、早
期
、前
期
、中
期
、

後
期
、晩
期
）に
お
け
る
、人
々

の
生
活
跡
の
実
態
を
示
す
遺
跡

（
集
落
跡
、貝
塚
、低
湿
地
遺
跡
）

や
、祭
祀
や
記
念
物（
環
状
列
石
、

周
堤
墓
）で
構
成
さ
れ
た
17
遺

跡
か
ら
な
る
遺
跡
群
で
す
。

　

も
と
も
と
は
２
０
０
６
年
に

文
化
庁
に
提
出
さ
れ
た
《
青
森

県
の
縄
文
遺
跡
群
》
と
《
秋
田

県
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
》
が

始
ま
り
で
す
が
、
翌
２
０
０
７

年
の
北
海
道
・
北
東
北
知
事
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
４
道
県
の

共
同
提
案
に
よ
り
、
現
在
の
名

称
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
は
、
４

道
県
の
横
断
的
な
推
進
役
を

担
う
《
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺

産
登
録
推
進
本
部
》
に
よ
り
、

２
０
１
２
年
12
月
に
、
そ
の
一

つ
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

2006

　

２
０
１
２
年
か
ら
今
日
ま

で
、
世
界
遺
産
登
録
推
進
本
部

は
、
毎
年
、
文
科
省
が
世
界
遺

産
登
録
機
関
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ

に
縄
文
遺
跡
群
を《
文
化
遺
産
》

と
し
て
推
薦
す
る
よ
う
、《
推

薦
書
の
素
案
な
ど
》
を
提
出
し

て
き
ま
し
た
が
、度
重
な
る《
見

送
り
》
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
７
月
19
日
に

開
催
さ
れ
た
文
化
庁
の
文
化
審

議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
で
、

縄
文
遺
跡
群
は
《
推
薦
候
補
》

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
の
歳
月
を
経
た
《
推
薦

候
補
選
定
》
の
朗
報
は
、「
千

歳
の
世
界
遺
産
」
に
近
づ
く
大

き
な
一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　　

今
後
、国
は
、同
時
期
に
《
自

然
遺
産
》
と
し
て
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
《
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、
沖
縄
県
北
部
、
西
表

島
／
鹿
児
島
・
沖
縄
県
》
と
の

二
者
択
一
に
よ
り
、
来
年
２
月

ま
で
に
候
補
を
絞
り
込
み
、
ユ

ネ
ス
コ
に
対
し
正
式
な
推
薦
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ユ
ネ
ス
コ
で
の
審

議
の
結
果
、
登
録
の
可
否
が

決
定
さ
れ
る
の
は
最
短
で
も

２
０
２
０
年
。
も
ろ
手
を
挙
げ

て
喜
ぶ
に
は
、
ま
だ
時
期
尚
早

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
機
に
、
私

た
ち
の
ま
ち
・
千
歳
に
も
、
世

界
遺
産
に
通
じ
る
《
守
る
べ
き

遺
産
》
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
せ
ん
か
。
古
代
か
ら
た
ど

る
千
歳
の
《
記
憶
》
を
知
る
こ

と
は
、
後
世
へ
と
受
け
継
ぐ
、

ま
ち
そ
の
も
の
を
守
る
こ
と
で

も
あ
る
は
ず
で
す
。

世
界
遺
産
へ
の

長
き
み
ち
の
り

北海道・北東北の
縄文遺跡群の分布図

1. キウス周堤墓群 : 千歳市／２. 北
黄金貝塚 : 伊達市／ 3-4. 入江・高
砂貝塚 : 洞爺湖町／ 5. 大船遺跡 : 函
館市／ 6. 垣ノ島遺跡 : 函館市／ 7. 大
平山元遺跡：外ヶ浜町／ 8. 田小屋
野貝塚 : つがる市／ 9. 亀ヶ岡石器
時代遺跡 : つがる市／ 10. 三内丸山
遺跡 : 青森市／ 11. 大森勝山遺跡 :
弘前市／ 12. 小牧野遺跡 : 青森市／ 13. 二ツ森貝塚 : 七戸町
／ 14. 是川石器時代遺跡 : 八戸市／ 15. 御所野遺跡 : 一戸町
／ 16. 大湯環状列石 : 鹿角市／ 17. 伊勢堂岱遺跡 : 北秋田市

縄文遺跡群のあゆみ

文化庁《暫
※

定一覧表》への記載
を自治体からの提案方式に変更
文化庁へ《青森県の縄文遺跡
群》、《秋田県のストーンサーク
ル》の提案書提出

・

・

2007 北海道・北東北知事サミットで
4 道県の共同提案正式合意
資産名称を《北海道・北東北の
縄文遺跡群》に決定、文化庁へ
提案書提出

・

・

2008 文化庁の文化審議会文化財分科
会で暫定一覧表への記載決定

・

2009 ユネスコ世界遺産委員会で《世
界暫定一覧表》への記載決定

・

縄文遺跡群世界遺産登録推進本
部などの機関設置

・

2012 《キウス周堤墓群》ほか２遺跡
が縄文遺跡群の構成資産に追加

・

2013
2014
2015
2016
2017

2018 文化庁の文化審議会世界文化遺
産部会で世界文化遺産推薦候補
に選定

・

この間、毎年文化庁へ《世界遺
産登録推薦書の協議案・素案な
ど》を文化庁へ提出するも、ユ
ネスコへの推薦は《見送り》

※【暫定一覧表】自治体の提案を受け、
文化庁が一覧への記載を審査・選定す
る。いわば推薦候補予備軍の管理台帳。

◆埋蔵文化財センター
の来館者が増えています

推薦候補に選定されて以来、
道内外からの来館者が増え
ています。センターでは、
２万年にわたる千歳の歴史
を語る文化財を研究し、大
切に保管しています。常設
展示もご覧いただけます。

旧・長都小中学校を改装して
再利用した市の施設です。

記事の詳細や文化財に関するお問い合わせ先

 教委  埋蔵文化財センター／長都42-1
( ▪ＦＡＸ (24)4210 ／▪∨ｅmaibun@city.chitose.lg.jp

縄文遺跡群の
ロゴマーク
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今月の焦点
FOCUS

         千歳市

子育てママ
応援会議からの

中間報告

女
性
の
社
会
進
出
と
あ
わ
せ
て
、

乳
幼
児
の
保
育
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
急
増
す
る
な
ど
、

近
年
の
子
育
て
を
め
ぐ
る
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
子
育
て
当
事
者
の
考
え
・
求
め
て
い
る
こ
と
を

計
画
や
事
業
に
取
り
入
れ
る
た
め
、

昨
年
10
月
に
、
子
育
て
中
の
方
、
学
生
、
子
育
て
支
援
に
携
わ
る
方
な
ど

委
員
12
人
で
構
成
す
る
《
子
育
て
マ
マ
応
援
会
議
》
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

今
月
の
焦
点
で
は
、
発
足
後
１
年
が
経
過
し
、

と
り
ま
と
め
ら
れ
た
会
議
の
中
間
報
告
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

９月12日にこれまでの活動経過や

成果について、山口市長・横田副

市長に対し中間報告を行いました。

子
育
て
の
当
事
者
が
自
ら
放
つ

《
子
育
て
応
援
宣
言
》採
択
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
７
回
開
催
さ
れ
た

会
議
で
は
、
当
事
者
な
ら
で
は

の
声
や
具
体
的
な
提
案
な
ど
が

数
多
く
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
で

き
る
も
の
か
ら
速
や
か
に
事
業

に
反
映
さ
せ
る
ほ
か
、
今
後
の

新
規
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
、
平
成
32
年
度
か
ら
始
ま

る
新
し
い
《
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
》
に
取
り
入
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
と
し
て
は
、
来
年
の
秋

ご
ろ
ま
で
に
《
最
終
報
告
》
を

と
り
ま
と
め
る
こ
と
を
予
定

し
、
同
時
に
《
み
ん
な
で
子
育

て
応
援
宣
言
》
の
採
択
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

会
議
委
員
さ
ん

に

聞
き
ま
し
た 

！

事業者の取り組みも推進したい／ 斉
さいとう

藤 創
そう

さん ( 美容室「HAIR POINT すみれ」店長 )

　生まれも育ちも千歳の私は、地域の方と関わりながら成長してきたと感じています。《地
域全体で子どもを育てる》という意識を次の世代にもつなぎたいと思い、委員の活動をし
ています。父親の育児参画については、事業者の協力が不可欠です。市が推進している「働   
　き方改革」や「イクボス宣言」を経営者仲間に伝えていくなど、事業者の取り組みも推進
　　したいですね。私自身も３児の父ですが、会議に参加すると、子どもとの関わり方な
　　     ど学ぶことが多く、父親としての自覚や意識が強まったと感じています。　

▲会議の活動歴と今後の予定

 

会
議
発
足

切
れ
目
の
な
い
支
援

男
性
の
育
児
参
画

乳
幼
児
期
の
保
育

保
育
士
の
確
保

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

地
域
や
企
業
に
望
む
こ
と

中
間
報
告（
案
）に
つ
い
て

中
間
報
告
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

市
長
へ
の
中
間
報
告

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
へ
の
中
間
報
告

最
終
報
告（
活
動
終
了
）

各種事業に関す
る意見交換、次期
計画策定に向け
た施策提案など

第１回
10 月

第２回
11 月

第３回
１月

第４回
３月

第５回
７月

第６回
８月

第７回
９月

第８回
10 月以降

最終回
秋ごろ

平成 29 年度平成 30 年度平成 31 年度
み
ん
な
で
子
育
て
応
援
宣
言

の
採
択
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育
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会
議
委
員
さ
ん

に

聞
き
ま
し
た 

！

意見が反映されるまでのスピードに驚いています／ 伝
でんしょう

庄 彩
あ や こ

子さん ( 子育てサークル代表 )

　私は、ちとせっこセンターの行事「転勤してきた人あーつまれ！」で知り合ったママたちと一緒
に子育てサークルを運営しています。私のように千歳に転入してきた方が、不安を感じずに、楽し
く子育てするためのお手伝いができたらうれしいです。会議には、周りの《ママ友》の意見を集め
てから参加することも多いです。会議に参加して一番驚いていることは、意見が反映されるまでの
スピードの速さです。ママの意見が目に見える形でどんどん実現していくので、とてもやりが
いを感じています。これからもたくさんのママの意見を会議に届けていきたいと思います。

＊ 

＊ 

＊ 

お
わ
り
に 

＊ 

＊ 

＊

　

今
後
も
、「
子
育
て
マ
マ
応
援

会
議
」
は
、
子
育
て
世
代
が
安

心
し
て
、
楽
し
く
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
千
歳
市
が

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
、
人

口
10
万
人
を
目
指
し
て
発
展
し

て
い
け
る
よ
う
、
真
に
必
要
と

さ
れ
る
子
育
て
支
援
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
委
員
の
声
を
反
映
し
た
13
項
目

子

育て支援事業の周知
　　　　　　　　　　●声 子育てコンシェ
 ルジュや子育てガイド
ブックの存在を知らな
い人もいる
 　　　　　　　●声 スマートフォンで気
　  軽に情報を見たい

1 表紙に
《保存版》と表示

2 会議委員が選んだ５つの
事業をランキング形式で紹介
 3 転入者向けの情報ペー    
　ジを追加

4 冊子を電子書籍化

で
の
情
報
発
信　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　　

こ
ど
も
食
堂
の

運
営
に
対
す
る
支
援
方
法
の
検
討

　
　
　
　
　
　
《
ち
と
せ
子
育

て
特
典
カ
ー
ド
》の
普
及
促
進
・

Ｐ
Ｒ
強
化

　
　
　
　
　
　
《
子
育
て
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
》《
ち
と
せ
版
ネ

ウ
ボ
ラ
》
が
よ
り
気
軽
で
、
よ

り
身
近
に
活
用
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
強
化

　
　
　
　
　
　

保
育
定
員
の
さ

ら
な
る
拡
大

今
後
に
向
け
た

５
つ
の
提
言

　

会
議
の
中
間
報
告
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
あ
わ
せ
て
、

今
後
の
具
体
的
な
事
業
化
へ
向

け
た
５
つ
の
提
言
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
を
受
け
、
新
規

事
業
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
　
　

　　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
媒
体
を
活
用
し
た
市
民
目
線

提
言 

①

提
言 

②

提
言 

③

提
言 

④

提
言 

⑤

　6 転入手続時に全対象
世帯へ配布 (H29.12 ～ )
7 カードとともに、ポケッ
トサイズの協賛事業所一
　覧を配布 (H30.3 ～ )

子育て支援事
業

の
利

用
促

進

5 子育て支援イベ
ントの開催について、

　インターネットから
の参加申込を導入

（H30.6）

保育士
の

確
保

　　　　　　　　　　●声 保育士資格を
  もちながら、保育士と
しての就労を希望しない
方が多くいる
 　　　　●声 保育士等人材バンクの  
登録をちとせっこセン
　 ターなどでもでき
　　　たらよい

8 保育士等
人材バンクの登録受付

をちとせっこ・げんきっこ
センターでも受付 (H30.4 ～ )
9 保育士確保のための庁内

検討チームを編成 (H30.5 ～ )
   ⓾ 保育士募集チラシをす
　    べての転入世帯に配
　　　布 (H30.6 ～)

保育定員拡大

⓫ 保育定員の
さらなる拡大
【H30 年度】

107 人拡大
【H31 年度】 
109 人拡大予定

　　　　　　　　　　●声 企業の中で
ワーク・ライフ・バラン
スや子育ての講座ができ
たら男性も参加しやすい
 　　　　　　　●声 第２子以降の子育て

にはもっと父親の
協力が必要

子育てと
仕

事
の

両
立

支
援

 ⓬ 父親の子育て
応援セミナーの開催
 ⓭ 企業向けイクボス

セミナーの開催

ちとせ子育て特典カード

　　　●声 全対象世帯に行き
渡るよう、配布方法を
見直したほうがよい
　　●声 継続して利用できる

ような特典があれば
利用者が増える

【
詳 

細
】

こ
ど
も
政
策
課  

こ
ど
も
政
策
係

(

 

(24)
０
３
４
１　
　

  

(22)
８
８
５
１

▪ＦＡＸ 

未就学児の保育
　　　●声 年度途中に転
入しても希望する
保育所などに入れ
るよう、保育定員
を拡大してほしい

ワ
ー

ク
・

ラ
イフ・バランス

　　　　　　　　　　●声 仕事も子育て
も手を抜きたくない
第２子以降の子育てには、
事業者の意識改革が必要
 　　　　　　　●声 男性が育休をとれる
よう、企業などの意識改

革を後押ししてほしい
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(
は
、
直
通
電
話
、　 

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
で
す
。

内
線
表
示
が
あ
る
と
き
、
夜
間
、
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
、
市
役
所
の
代
表

(
　(24)
３
１
３
１
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■FAX

I  N  F  O  R  M  A  T  I  O  Nトヒック T O P I C

。お 知 ら せ


(24)
０
１
８
３

本庁舎
３階36

市
民
生
活
課

市
民
生
活
係

(22)
８
８
５
３

■FAX

あ
ら
ゆ
る
相
談
員
が
一
同
に
集
う

《
総
合
相
談
所
》を
開
設
し
ま
す

　

国
や
北
海
道
、
市
な
ど
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
55
人
の
相
談
員
に
よ

る《
総
合
相
談
所
》を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
員
は
、《
各
種
相
談
員
連

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。』

➏
チ
ャ
イ
ム
音（
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ン
）

相　談　員 相談員の担当部署／窓口／連絡先
▪ 行政相談委員 ▢市広報広聴課／本庁舎２階 22

( (24)0108 ／▪ＦＡＸ (22)8852
▪ 民生委員児童委員 ▢市福祉課／本庁舎１階９

( (24)0292 ／▪ＦＡＸ (22)8851
▪ 市民相談員 ▢市市民生活課／本庁舎３階 36

( (24)0194 ／▪ＦＡＸ (22)8853
▪ 消費生活相談員 ▢市市民生活課／本庁舎３階 36

( (24)0193 ／▪ＦＡＸ (22)8853
▪ 心配ごと相談員

（㊋㊌ 13 時～ 16 時／第２･４
㊍ 18 時 30 分～ 20 時 30 分）

社会福祉協議会
( (27)2882 ／▪ＦＡＸ (27)2528

▪ 人権擁護委員 ▢市市民生活課／本庁舎３階 36
( (24)0183 ／▪ＦＡＸ (22)8853

▪ 女性相談員 ▢市市民生活課／本庁舎３階 36
( (24)0559 ／▪ＦＡＸ (22)8853

▪ 家庭児童相談員 ▢市こども家庭課／本庁舎１階６
( (24)0935 ／▪ＦＡＸ (22)8851

▪ 児童発達相談員 ▢市こども療育課／総合福祉センター２階
( (24)0353 ／▪ＦＡＸ (27)1113

▪ 母子・父子自立支援員 ▢市こども家庭課／本庁舎１階６
( (24)0328 ／▪ＦＡＸ (22)8851

▪ 障がい者総合支援センター
Chip（相談支援専門員）

しあわせサポートセンター内
( (27)2210 ／▪ＦＡＸ (27)0050

▪ 身体障害者相談員 ▢市障がい者支援課／本庁舎１階８
( (24)0327／▪ＦＡＸ (22)8851

▪ 知的障害者相談員 ▢市障がい者支援課／本庁舎１階８
( (24)0327／▪ＦＡＸ (22)8851

▪ 障がい児相談支援事業所
相談支援専門員

市指定障害児相談支援事業所
( (24)0130 ／▪ＦＡＸ (27)1113

▪ 障がい児教育相談員 ▢市学校教育課／教委庁舎２階
( (24)0500 ／▪ＦＡＸ (27)3743

▪ 教育専門相談 員・教育
専門指導員

▢市青少年課／教委庁舎２階
( (27)4707／▪ＦＡＸ  (27)3743

▪ 青少年指導センター
専門指導員

▢市青少年課／教委庁舎２階
( (24)0862 ／▪ＦＡＸ (27)3743

※予約不要、相談料無料。
※プライバシーは守ります。

10月19日㈮
13時～16 時
市役所議会棟 2階

大会議室

絡
協
議
会
》
に
加
盟
し
、
最
初
に
受
け

た
相
談
内
容
が
専
門
外
で
あ
っ
て
も
、

正
し
い
相
談
員
へ
と
つ
な
げ
、
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
は
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
気
軽
に
総
合
相

談
所
に
足
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

開 設 日 時・ 会 場

お願い

　

市
は
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
《
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
》
か
ら
送

ら
れ
る
緊
急
情
報
が
、
防
災
行
政

無
線
を
通
じ
市
民
の
皆
さ
ん
に
正

し
く
伝
達
さ
れ
る
か
の
確
認
の
た

め
、《
緊
急
地
震
速
報
訓
練
》
を
実

施
し
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
訓
練
で
す
。
全
国
で

気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と

き
な
ど
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
日
時
】
11
月
１
日
㈭ 

10
時
ご
ろ

【
放
送
予
定
内
容
】

➊
チ
ャ
イ
ム
音（
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ン
）

➋
『
こ
ち
ら
は
防
災
ち
と
せ
で
す
。
た

だ
い
ま
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。』

➌
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音

➍『
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震（
お

お
じ
し
ん
）で
す
。
大
地
震
で
す
。

こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。（
３
回

繰
り
返
し
ま
す
。）』

➎
『
こ
ち
ら
は
防
災
ち
と
せ
で
す
。

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を

実
施
し
ま
す

本庁舎
２階21

(22)
８
８
５
２

■FAX 
(24)
０
１
４
４

危
機
管
理
課

防
災・危
機
対
策
係

市
役
所
や
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
に
な
る
方
へ本庁舎

２階 20

(22)
８
８
５
２

■FAX 
(24)
０
１
１
３

総
務
部
主
幹
（
第
２

庁
舎
等
建
設
担
当
）

　
第
２
庁
舎
建
設
工
事
に
と
も
な

い
、
駐
車
場
が
狭
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

市
役
所
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
の
際
は
、
で
き
る
だ
け

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ

く
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
工
事
期
間
】
12
月
14
日
㈮
ま
で

着々と建設が進む第 2 庁舎
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市 役 所 か ら の お 知 ら せ

くらし

制度

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

本庁舎
４階 43

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
４
６
３

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

開
発
指
導
係

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
う
と
き
は
、
法
律
に
も
と
づ
く

市
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

《
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
も
と
づ
く
届
出
》

【
届
出
対
象
】

・
市
街
化
区
域
で
５
０
０
０
㎡
以

上
の
土
地
を
売
却
す
る
方

・
都
市
計
画
施
設
を
含
む
２
０
０

㎡
以
上
の
土
地
を
売
却
す
る
方

【
届
出
期
限
】
契
約
締
結
予
定
日
の

３
週
間
前
ま
で

《
国
土
利
用
計
画
法
に
も
と
づ
く
届
出
》

【
届
出
対
象
】

・
市
街
化
区
域
で
２
０
０
０
㎡
以

上
、
市
街
化
調
整
区
域
で
５
０
０
０

㎡
以
上
の
土
地
を
購
入
し
た
方

【
届
出
期
間
】
契
約
締
結
日
か
ら
２

週
間
以
内

土地について
理解を深める月間です

（国土交通省）

【
11
月
・
市
営
住
宅
入
居
者
募
集
告
知
】
広
報
ち
と
せ
11
月
号
、
市
営
住
宅
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
( 

０
８
０
０
(800)
１
９
４
５
・　
(40)
８
４
０
０
）
の
入
り
口
掲
示
板
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
11
月
１
日
以
降
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。〔
市
営
住
宅
課
〕

■FAX

10
月
15
日
～
31
日

秋
の
市
民
火
災
予
防
運
動

消防本
部２階

(22)
８
８
５
０

■FAX 
(23)
０
４
２
０

消
防
本
部

予
防
課
予
防
係

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
器
具
を
安

全
に
使
用
す
る
た
め
の
事
前
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
住
宅
火
災
か
ら

 

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

【
３
つ
の
習
慣
】

➊
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

➋
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

➌
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

③
火
災
が
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

全
国
統
一
防
火
標
語

忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認

公募

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
市
有
地
を
売
却
し
ま
す

本庁舎
４階 42

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
５
４
０

契
約
管
財
課

管
財
係

　

市
は
、《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
札

（
※Y
ahoo!

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
）》
で
、
次
の
市
有
地
を
売
却

し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
札
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行

う
《
一
般
競
争
入
札
》
で
す
。

【
入
札
物
件
（
土
地
）】

➊
千
歳
市
里
美
１
丁
目
１
番
６　

［
地
目
］
宅
地

［
面
積
］
２
３
５
１
・
２
３
㎡

［
用
途
地
域
］
１
中
高

➋
千
歳
市
白
樺
２
丁
目
１
番
９　

［
地
目
］
宅
地

［
面
積
］
１
７
６
２
・
４
８
㎡　
　

［
用
途
地
域
］
１
中
高

【
申
込
方
法
】《Y

ahoo!  

官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
》
で
仮
申
込
後
、入

札
参
加
申
込
書
類
を
市
に
提
出
。

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】10
月
22
日
～
11
月
９

日
／
受
付
９
時
～
17
時

【
入
札
期
間
】11
月
26
日
～
12
月
３
日

【
入
札
確
定
日
】
12
月
５
日
㈬

【
書
類
提
出
先
】
契
約
管
財
課 

管
財
係

《千歳市総合戦略推進市民会議》委員募集
企画部主幹（政策推進担当）／本庁舎２階22 ／((24)0521  ▪ＦＡＸ (22)8852

市は、今後の人口展望を踏まえつつ「人口の増加を維持する」ために行う取

組の目標・方向性などを示す《千歳市人口ビジョン総合戦略》の推進にあたり、

市民の皆さんの意見を反映させることを目的に、《千歳市総合戦略推進市民

会議》を設置しています。会議は、平日の夜間に開催（２時間程度）し、「総

合戦略の数値目標の検証」、「各施策の重要業績評価指標（ＫＰＩ)の検証」、「新

規施策の提案」や「その他総合戦略の推進に関すること」などについて意見

交換を行います。このたび、一般公募により、２人の委員を募集します。

【応募資格】市内に居住し、または市内に
通勤・通学している18 歳以上 75 歳未満
の方で、会議に継続して出席できる方

【募集人員】２人（選考）
【任期】２０２１年３月 31日まで
【報酬】なし
【応募期間】10 月10 日～22 日
【応募方法】応募用紙（市のホームページから入手可）または任意の用紙に、
氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、職業、勤務先、学校名、所属す
る市民団体名、市民活動や市の附属機関などに関わった経験、応募の動機、

「千歳市人口ビジョン・総合戦略」についての考えを記入し、郵送、持参ま
たは電子メールで応募。（応募書類は返却しません。）

【応募先】 〒 066-8686 東雲町２丁目 34　企画部主幹（政策推進担当）付
主査（政策推進担当）　Ｅメール　seisakusuishin@city.chitose.lg.jp
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年
末
調
整
説
明
会

の
ご
案
内

本庁舎
１階５

(49)
２
０
５
６

■FAX 
(24)
０
１
５
８

税
務
課

市
民
税
課

　

年
末
調
整
と
は
、
事
業
者
が
、

従
業
員
な
ど
の
１
年
間
（
１
月
～

12
月
）
の
給
与
の
総
額
に
対
す
る

所
得
税
額
（
年
税
額
）
を
計
算
し
、

毎
月
、
給
料
か
ら
源
泉
徴
収
（
天

引
き
）
し
て
い
た
所
得
税
額
の
合

計
額
と
を
比
べ
て
過
不
足
額
を
精

算
す
る
事
務
で
す
。

　

年
末
調
整
事
務
担
当
者
の
皆
さ

ん
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
内
容
】
年
末
調
整
の
し
か
た
、
法

定
調
書
や
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
方
法
な
ど

【
と
き
】
11
月
22
日
㈭　
13
時
30
分

～
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル

※
必
要
書
類
を
事
前
に
各
事
業
所

へ
郵
送
し
ま
す
。
当
日
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

地
域
福
祉
勉
強
会

を
開
催
し
ま
す

本庁舎
１階９

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
２
９
２

福
祉
課

総
務
係

　

市
民
一
人
一
人
が
、《
地
域
福
祉
》

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
地
域

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
大
切
だ
と
考
え
る
動
機
付
け
の

機
会
を
提
供
し
ま
す
。

【
内
容
】
講
演
「
地
域
の
居
場
所

づ
く
り
か
ら
広
が
る
あ
た
た
か
い

地
域
」
／
講
師
・
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
か
ど
ま
ー
る
代
表 

喜

多 
洋
子 
氏

【
対
象
】
市
内
居
住
の
地
域
福
祉

に
関
心
の
あ
る
方

【
と
き
】
11
月
15
日
㈭　

18
時
～

19
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

402
号

【
参
加
料
】
無
料
（
事
前
申
込
要
）

【
定
員
】
50
人
（
申
込
順
）

(22)
８
８
５
４

■FAX

地
元
就
職
・
人
材
確
保
支
援
事

業
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内本庁舎

４階44


(24)
０
６
０
２

商
業
労
働
課

労
政
係

【
と
き
】
11
月
17
日
㈯　

10
時
～

12
時

【
と
こ
ろ
】総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
307
号

【
参
加
料
】
無
料

【
託
児
】
事
前
申
込
要

【
申
込
方
法
】
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

●
共
通
項
目

【
申
込
・
詳
細
】
㈱
Ｋ
Ｇ
情
報 

札
幌

支
社　
(
０
８
０
０
(800)
０
２
０
２
／

　

０
１
１
(213)
１
３
０
８
／
Ｅ
メ
ー

●
個
別
就
職
相
談

【
と
き
】
10
月
13
日
、
11
月
10
日
／

10
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

306
号

【
定
員
】１
日
に
つ
き
10
人
（
事
前

申
込
要
）

※
１
人
に
つ
き
30
分
程
度

【
相
談
料
】
無
料

※
個
別
電
話
相
談
も
平
日
毎
日
受
付

中
（
月
～
金
曜
日
の
10
時
～
17
時
）。

●
女
性
の
た
め
の
職
場
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
／
講
師
・
㈱
青
山
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表 

青
山 

夕
香 

氏

（
人
材
育
成
「
笑
顔
」
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

ル sapporo@
kg-net.co.jp

／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ https://chitose-jim

oto.
e-arpa.jp/

■FAX

市民がお互いに支え合い、安心して共に生きることのできる地域社会の実現を
目指し、今年３月８日に《千歳市手話言語条例》が誕生しました。この記念に、
より多くの市民の皆さんに、手話に対する理解を深め、手話に親しみをもって
もらうための《手話とのふれあいフェスティバル》を開催します。

【入場料】
【申込方法】氏名、住所、連絡先電話番号を明記し、

ＦＡＸ、ＥメールまたはＵＲＬからお申し込みください
【申込期限】10 月 24 日㈬
【詳細・申込】障がい者支援課 障がい福祉係
( (24)0327／ ▪ＦＡＸ (22)8851 ／本庁舎 1 階８
Ｅメール　shogaishien@city.chitose.lg.jp 　
ＵＲＬ　https://www.harp.lg.jp/14BG81CP

【第1部】記念講演
「私と手話との

関わり」
千歳聴力障害者協会
会長 佐藤 義典 氏

手話歌ライブ  fucchiE 氏
【第２部】

【とき】10月31日㈬
18 時～20 時 30 分／開場17時 30 分

北ガス文化ホール

無 料

千 歳 市 手 話 言 語 条 例 制 定 記 念

手話とのふれあいフェスティバル
～助け合う優しいまちへ～

携帯電話やスマホからの申し込みはこちらから！
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納
税
課 

(　
（24）
０
１
６
９  

　　
（22）
８
８
５
１

10
月
は
、
個
人
市
民
税
・
道
民
税
の
第
３
期
の
納
付
月
で
す
。
10
月
の
市
税
納
付
夜
間
相
談
日
は
31
日
㊌
（
20
時
ま
で
）
で
す
。

■FAX

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

職員
募集 相談

ま
ち
め
ぐ
り
ガ
イ
ド

（
行
政
版
）
の
ご
案
内

本庁舎
２階22

(22)
８
８
５
２

■FAX 
(24)
０
１
０
８

広
報
広
聴
課

広
聴
係

　

皆
さ
ん
が
住
む
千
歳
の
こ
と
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

バ
ス
に
乗
っ
て
市
内
の
公
共
施
設

な
ど
を
見
学
す
る
《
ま
ち
め
ぐ
り

ガ
イ
ド
（
行
政
版
）》
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
見
学
施
設
】
さ
け
ま
す
情
報
館
、

ヒ
メ
マ
ス
ふ
化
場
、
支
笏
湖
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
湖
畔
で
昼
食
）、

も
り
も
と
第
１
工
場

【
と
き
】
10
月
26
日
㈮　
９
時
～
15

時
15
分

予
防
接
種
看
護
師
（
非
常

勤
職
員
）
の
募
集

本庁舎
４階 41

(22)
８
８
５
４

■FAX 
(24)
０
５
０
２

職
員
課

人
事
係

延
長
保
育
士
（
非
常
勤
職

員
）
の
募
集

本庁舎
１階７

(22)
８
８
５
１

■FAX 
(24)
０
３
４
０

こ
ど
も
政
策
課

保
育
係

【
職
種
・
人
員
】予
防
接
種
看
護
師

／
１
人

【
勤
務
内
容
】予
防
接
種
業
務
、
集

団
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
の
事
前
準
備

や
当
日
の
接
種
業
務
、
個
別
接
種

に
関
す
る
医
療
機
関
と
の
調
整
業

務
な
ど　

【
資
格
】
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
看
護

師
業
務
の
実
務
経
験
が
３
年
以
上

あ
る
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
可
能
な
方

【
勤
務
時
間
・
場
所
】
１
週
間
ま

た
は
４
週
を
平
均
し
て
、
１
週
に

つ
き
29
時
間
勤
務
／
母
子
保
健
課

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
報
酬
】
月
額
16
万
７
０
０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
適
用
。

※
報
酬
加
算
あ
り
、通
勤
費
支
給
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
12
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

【
試
験
方
法
】
適
性
検
査
・
作
文
・

面
接
試
験

【
試
験
日
程
・
会
場
】
10
月
29
日
㈪

９
時
～
12
時
（
予
定
）
／
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
307
号

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書・
履
歴

書（
市
指
定
用
紙
）、資
格
免
許
証
・

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

※
申
込
時
に
生
年
月
日
を
確
認
で

き
る
も
の
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
提

示
を
求
め
ま
す
（
郵
送
の
場
合
は

写
し
を
同
封
）。

【
申
込
期
限
】
10
月
19
日
㈮

【
申
込
方
法
】申
込
書
類
を
持
参
ま

た
は
郵
送
（
郵
送
で
の
申
し
込
み

は
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で
行
う

こ
と
）

※
《
千
歳
市
非
常
勤
職
員
採
用
試

験
実
施
要
領
》
で
事
前
に
詳
細
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8686　
東
雲
町
２

丁
目
34　

千
歳
市 

総
務
部 

職
員

課 

人
事
係

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
40
人
（
抽
選
）

【
申
込
期
間
】
10
月
16
日
ま
で
（
９

時
～
17
時
）

【
申
込
方
法
】
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み

※
団
体
申
込
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す

（
２
人
１
組
は
可
）。

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
教
育
相
談
の
ご
案
内教育庁

舎２階

(27)
３
７
４
３

■FAX 
(24)
０
８
５
９

青
少
年
課

生
徒
指
導
係

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
心
の

悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

義
務
教
育
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
の
心
の
悩
み
に
対
し
、

専
門
的
な
立
場

か
ら
助
言
・

援
助
を
行

い
ま
す
。

【
対
象
】
児
童
・
生
徒
、
保
護
者

な
ど

【
と
き
】〔
年
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〕

〇
10
月
15
、
29
日

〇
11
月
５
、
19
日

〇
12
月
３
、
17
日

※
全
日
程
９
時
～
16
時
。

【
と
こ
ろ
】
教
育
委
員
会
庁
舎
２

階 

相
談
室

【
申
込
】
前
日
ま
で
の
予
約
制

千 歳 にゆかりのある方が 東 京 で 集う

東京千歳会交流会を開催します

11月26日㈪

東京に単身赴任されている
ご家族の方や知人に、ぜひ、
お声をかけてください。

【内容】ウェルカムコンサート、千歳市特産品料理の提供、抽選会など
【ところ】都市センターホテル（東京都千代田区平河町２丁目４－１）
【会費】7,000 円 ／【申込期限】10 月 19 日㈮

18 時～／開場17時 50 分

ふるさと《千歳》を語り合い、東京から千歳を応援する《東京千
歳会》が主催する交流会です。会員以外の方も参加できます。

【 と き 】

【詳細・申込】  企画課 企画調整係
( (24)0439 ／ ▪ＦＡＸ (22)8852 ／本庁舎２階 23

【
職
種・人
員
】延
長
保
育
士
／
２
人

【
資
格
】60
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
で
、

保
育
士
の
資
格
が
あ
る
方

【
勤
務
時
間
・
場
所
】
月
～
金
曜

日
の
15
時
～
19
時
（
週
20
時
間
勤

務
）
／
認
定
こ
ど
も
園
つ
ば
さ
・

ひ
ま
わ
り

【
報
酬
】
月
額
７
万
９
０
０
０
円

※
通
勤
費
支
給
。

【
任
用
期
間
】
平
成
30
年
11
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）

【
申
込
期
間
】
10
月
19
日
㈮
ま
で

【
申
込
方
法
】申
込
書
と
必
要
書
類

を
持
参



医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
は
…

10 月は
《３Ｒ推進月間》です
廃棄物対策課 資源循環推進係
((23)2110  ▪ＦＡＸ (23)2492

環境センター 

１０
月の

ご
み
減

量・リサイク

ル
標
語

10
月
は
、

国
民
健
康
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

【
第
５
期
】の
納
付
月
で
す
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医
療
機
関
な
ど
に
支
払
う
一

部
負
担
金
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
は
、
診
療
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
２
年
間
に
限
り
、
申
請

に
よ
り
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
分
が
《
高
額
療
養
費
》
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
国
保
へ
申
請

し
、
交
付
を
受
け
た
限
度
額
適

用
認
定
証
を
医
療
機
関
な
ど
で

提
示
す
る
と
、
入
院
時
や
外
来

診
療
時
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
所
得

区
分
に
よ
り
各
自
異
な
り
ま
す
。）

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

環境省を含むリサイクル関係
８省庁では、３Ｒ推進に対
する理解と協力を求めるた
め、毎年10月を《３Ｒ推進
月間》と定めており、各地で
はさまざまな取組・行事が
行われています。｢３Ｒ｣とは、
Reduce（リデュース）物を大切
に使い、ごみを減らすこと。
Reuse（リユース）使えるもの
はごみとして廃棄しないで再
使用すること。Recycle（リサ
イクル）ごみを資源として再び
利用すること。ごみを減らす
ための３つの取組の頭文字を
とったものです。
環境センターでは、10月27
日に北ガス文化ホールで開催
される《消費者まつり》で、
ペットボトルの分別や食品ロ
ス削減のパネル展示などの
ほか、アンケート調査にご協
力いただいた方（18 歳以上）
に《レジかご対応マイバッグ》
を先着３００人に無料配布し
ます。市民の皆さんのご来
場をお待ちしています。

標語作成者

川
かわむら

村　俊
しゅんた

太　さん

やってみて
きれいなせかい
つくろうよ

昨年の消費者まつり

国
保
医
療
課

国
保
給
付
係

　
 

（24）
０
２
７
４

収
納
係
　
　
　
 

（24）
０
２
８
７

　
　 

（
共
通
） 

　 

（22）
８
８
５
１

FAX

【
募
集
内
容
】
左
の
表
の
と
お
り

【
採
用
予
定
】
随
時

【
試
験
方
法
】［
１
次
試
験
］
性
格

市
民
病
院
の

職
員
採
用
試
験

市
民
病
院
事
務
局

総
務
課
総
務
係

(24)
３
０
０
０

■FAX
(24)
３
０
０
５

市民病
院２階

内線 233

適
性
検
査
、小
論
文
、個
別
面
接
／

［
２
次
試
験
］　

身
体
検
査

【
試
験
日
程
・
会
場
】［
１
次
試
験
］

随
時
・
市
民
病
院 

２
階 

講
義
室
／

［
２
次
試
験
］
１
次
試
験
合
格
者
に

通
知

【
申
込
書
類
】
受
験
申
込
書（
市
指

定
用
紙
）、
履
歴
書
（
市
指
定
用

職種 ･ 採用予定人員 受 験 資 格 給　与

①助産師／若干名 昭和 38 年４月２日以降に生まれ ､
助産師免許を有し ､３交代勤務可
能な方

大学４卒者 
　209,200 円
短大３卒者 
　197,100 円②助産師／若干名

　（任期付）
昭和 36 年４月２日以降に生まれ ､
助産師免許を有し ､３交代勤務可
能な方

③認定看護師
　　　　／若干名

昭和 41 年４月２日以降に生まれ ､日
本看護協会が定める認定看護師資
格のうち、皮膚・排泄ケア、緩和ケア、
がん化学療法看護、がん性疼痛看
護、感染管理、乳がん看護、摂食・
嚥下障害看護、認知症看護のいず
れかを有し、３交代勤務可能な方

大学４卒者 
　206,400 円
短大３卒者 
　197,100 円
短大２卒者 
　188,800 円

④看護師／若干名 昭和 48 年４月２日以降に生まれ ､
看護師免許を有し ､３交代勤務可
能な方

⑤看護師／若干名
　（任期付）

昭和 38 年４月２日以降に生まれ ､
看護師免許を有し ､３交代勤務可
能な方

⑥薬剤師　／１人 昭和 53 年４月２日から昭和 63 年
４月１日までに生まれ、薬剤師免
許証を有し、実務経験が 5 年以上
ある方で、採用後に市内居住が可
能な方

大学６卒者 
　225,700 円
大学４卒者 
　204,600 円

⑦病院事務職
　　　　　／１人

昭和 53 年４月２日以降に生まれ ､
次のいずれかの資格など ( ※ ) を
有する方、または医療事務に関す
る実務経験が 3 年以上ある方で、
採用後に市内居住が可能な方
※１　診療情報管理士の資格
※２　医療情報技師の資格
※３　診療報酬請求事務能力認定
試験 ( 医科に限る ) 認定証

大学４卒者 
　179,200 円
短大２卒者 
　159,800 円

※１は、四病院団体協議会 ･ 医療研修推進財団
が付与する資格、※２は、日本医療情報学会が
付与する資格、※３は、日本医療保険事務協会
が行う認定試験のものです。採用後は配属先に
応じた医療事務を行うことになります。

紙
）、面
接
シ
ー
ト
（
指
定
用
紙
／

①
②
④
⑤
は
「
看
護
師
用
」）、
③

は
「
認
定
看
護
師
用
」、
①
②
③

④
⑤
⑥
資
格
免
許
証
の
写
し
、
③

認
定
看
護
師
認
定
証
の
写
し
、
⑦

※
１
～
３
資
格
証
明
書
の
写
し
、

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
は
在
留

資
格
お
よ
び
就
労
制
限
の
有
無
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
（
特
別

永
住
者
証
明
書
、在
留
カ
ー
ド
、
外

国
人
登
録
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

【
申
込
期
間
】
随
時
受
付
中

【
申
込
方
法
】申
込
書
類
を
持
参
ま

た
は
郵
送
（
郵
送
で
の
申
し
込
み

は
、
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
で
行
う

こ
と
）

※
《
千
歳
市
職
員
採
用
候
補
者
登

録
試
験
実
施
要
領
》
で
事
前
に
詳

細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】
〒
066-

8550　
北
光
２
丁

目
１-

１　

市
立
千
歳
市
民
病
院

事
務
局 

総
務
課 

総
務
係

医
療
の現場でいっしょに働

こ
う

！
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市
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
届
き
ま
し
た
。

な
ぜ
私
に
？
何
の
た
め
に
？

　
９
月
中
旬
に
、
ご
家
庭
に
お
送
り
し
た
《
千

歳
市
民
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
》
は
、
今

後
10
年
間
（
２
０
２
１
年
～
２
０
３
０
年
）
の
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
《
千

歳
市
第
７
期
総
合
計
画
》
の
策
定
に
向
け
行
っ
た

も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
普
段
の
お
考
え
な
ど

を
計
画
や
事
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
調

査
で
す
。

　
先
月
、
市
か
ら
《
千
歳
市
民
ま
ち
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
》
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
所

の
方
の
話
で
は
、
ご
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
に
送
ら
れ
て

き
た
方
も
い
る
よ
う
で

す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対

象
者
は
ど
の
よ
う
に
選
ん

で
い
る
の
で
す
か
。
ま
た
、

回
答
結
果
は
何
に
使
用
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

声

ウ
リ
ン
グ
場
は
一
気
に
４
か
所

に
増
加
し
ま
し
た
。
陸
上
自
衛

隊
東
千
歳
駐
屯
地
と
航
空
自
衛

隊
千
歳
基
地
内
に
も
隊
員
用
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
恵
庭
市
に
３
か
所
、
広
島

町
に
も
１
か
所
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
が
あ
り
、
千
歳
線
沿
線
は
道

内
一
の
過
密
地
帯
で
し
た
。
そ

れ
で
も
各
施
設
と
も
客
が
順
番

待
ち
を
す
る
ほ
ど
の
大
入
り
の

日
が
続
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー

ム
は
長
く
は
続
か
ず
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
不
況
の

影
響
も
あ
り
、
客
足
は
徐
々

に
遠
の
き
は

じ
め
ま
し
た
。

49
年
か
ら
57

年
ご
ろ
に
か

け
て
、
３
館

が
閉
鎖
に
な

り
、
つ
い
に

は
現
在
も
営

業
を
続
け
る

フ
ジ
ボ
ウ
ル

１
か
所
の
み

と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
者
は
、
18
歳
以
上
の
市

民
（
約
８
万
人
）
の
中
か
ら
３
０
０
０
人
の
方
を
無
作

為
に
抽
出
（
※
）
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
話
の

と
お
り
複
数
の
方
が
対
象
と
な
っ
た
ご
家
庭
が
あ
る
一

方
で
、
ど
な
た
も
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

駆
け
抜
け
て
い
っ
た

ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム

シ
リ
ー
ズ
第
７
回
（
全
12
回
）

筆
者
・
久
原 

直
利

新市史下巻発刊に向けて

市 市史編さん担当
((24)0523  ＦＡＸ(42)3134

《声のらん》では、「市長への手紙・ポスト」などに寄せられた
声とその答えの中から、市民の皆さんの参考になる問答をご紹
介します。（内容確認のため、連絡先と名前をご記入ください。）
【〒066-8686／東雲町２丁目34／千歳市企画部広報広聴課 宛】

答

企
画
課（
長
期
総
合
計
画
策
定
担
当
）


(24)
０
４
３
９

(22)
８
８
５
２

■FAX

お答え
します

〔
50
歳
代
／
女
性
〕

　
全
体
の
意
見
を
反
映
し
た
、
信
頼

で
き
る
調
査
結
果
を
得
る
た
め
に

は
、
対
象
者
の
無
作
為
抽
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
回
答
に
つ
い
て
は
、

性
別
や
年
代
、
居
住
地
域
別
の
分
析

や
過
去
の
調
査
結
果
と
の
比
較
な
ど

を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と

考
え
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
、
こ
れ

か
ら
行
う
計
画
策
定
に
向
け
た
作
業

に
生
か
し
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
以
外
に

も
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
か

ら
調
査
票
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
千
歳
市
を
よ
り

よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
必
要
な
調

査
で
す
の
で
、
回
答
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
《
無
作
為
抽
出
》
と
は
、
く
じ
引

き
の
よ
う
に
誰
も
が
同
じ
確
率
で
選

ば
れ
る
抽
出
方
法
で
す
。
今
回
は
、

名
簿
の
中
か
ら
最
初
の
対
象
者
を
ラ

ン
ダ
ム
に
決
定
し
、２
人
目
以
降
は
、

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た
間
隔
・

市
街
地
は
27
人
ご
と
、
そ
れ
以
外
の

地
区
は
20
人
ご
と
（
地
域
別
の
傾
向

を
分
析
す
る
た
め
に
必
要
な
サ
ン
プ

ル
数
を
確
保
す
る
た
め
）
で
、
順
に

対
象
者
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

皆さんの「声」にお答えします。

昭
和
40
年
代
中
ご
ろ
、
須

田
開
代
子
、
中
山
律

子
な
ど
の
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
の

人
気
か
ら
、
日
本
に
空
前
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
到
来

し
ま
し
た
。

　

千
歳
で
は
ブ
ー
ム
前
の
40

年
に
千
歳
興
業
㈱
が
清
水
町

（
現
・
北
ガ
ス
の
位
置
）
の
映

画
館
《
千
歳
座
》
に
併
設
開
業

し
た
《
千
歳
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー（
後
に
千
歳
ボ
ウ
ル
）
》

が
最
初
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
で

す
。
道
内
で
は
６
か
所
目
で
、

ま
だ
札
幌
、
函
館
、
旭
川
に

し
か
な
い
時
代
で
し
た
。

　

ブ
ー
ム
が
到
来

す
る
と
46
年
に
は

国
道
36
号
沿
い
に

《
千
歳
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ウ
ル
（
現
・
丸

畑
家
具
の
建
物
）》

と
《
フ
ジ
ボ
ウ
ル
》

が
、
47
年
に
は
千

代
田
町
に
《
エ
ル

バ
ー
ド
レ
ー
ン

（
現
・
北
洋
銀
行

の
位
置
）》
が
開

業
し
、
民
営
の
ボ

千歳ボーリングセンター（左）と千歳座（右）（昭和 42 年撮影）
【写真提供／ASAチトセ協会】
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おおきくなったかな～身体測定日

10:00-12:0010/24,11/14

11 月誕生会 / どなたでも参加可。
誕生児には手形か足形をプレゼント。

11/13 ㊋ 11:00-12:00

10/23㊋ 10:30-11:15

絵本の世界を楽しもう / 図書館
司書の講話と絵本の読み聞かせ

10/17 ㊌ 10:30-11:00

11/ 9  ㊎ 10:00-11:30

アリス DE おにぎりランチ /
【持ち物】昼食 ､ 飲み物

11/13 ㊋ 12:00-13:00

10/17㊌ 10:30-11:30

親子ビクス♪
しなの児童館  ( ▪ＦＡＸ (22)2977

マタニティヨガ /【対象】妊
娠中の方（安定期で ､ 医師から
の運動制限のない方）【定員】
10 人（抽選）【持ち物】母子
手帳、ヨガマットかバスタオル、
飲み物、動きやすい服装【申込】
10/30､31（12 時～ 15 時）

【対象】や【申込】の表記がないものは自由参加です。

北海道の冬へようこそ / 子ども
と過ごす北海道の
冬対策について学ぶ

市民協働 link ～つなぐ／ママ講座
「ぬり絵でわかる心診断」
【対象】妊娠中の方、就学前の子の
母 / 予備日 11/16 ㊎でも参加可
能な方/託児あり【定員】10人（抽
選）【申込】 10/17､18【申込先】 
((40)2105(9:30-16:00)

休日開館日 10/21 ㊐ 10:00-16:00

木曜日は木育の日！/木のプー
ルやおもちゃで木育を始めよう

11 / 5 ㊊ 11:00-12:00

11 / 3
10:00 ～ 14:00

土

会場●総合福祉センター
㊗

い い お　産

第４回
子育てするなら、

千歳市

妊娠中、
子育て中の方も、

みんな笑顔になる
総合イベント！

昨年までと会場が異なります。当日は駐車場が大変混雑しま
すので、公共交通機関などでの来場にご協力をお願いします。

  各コーナーのスケジュール
と講座などの申込 ･ お問い合わせ先

❷母子保健課 ((24)0771   ▪ＦＡＸ (24)8418  ❸ link ～
つなぐ ((40)2105  ▪ＦＡＸ (40)1717 / ★イベント事務
局（こども政策課）( (24)0341  ▪ＦＡＸ (22)8851

い
い
お
産
の
日

　
　
　  

in 

ち
と
せ

これから
妊娠・出産を
考えている方も、

子育てスキルアップ講座
【対象】市内居住の①就学前の子の保護者
／②第１子が１歳未満の保護者【とき】
①10/31㊌／②11/７㊌（10:00-11:00）

【ところ】①しゅくばい児童館／②ちと
せっこ児童館 【定員】 各 20 人（申込順）

【託児】①要予約／②なし（子の同伴可）【申
込】①受付中／② 10/17 ㊌９:00-

こども家庭課 ((24)0935  ▪ＦＡＸ (22)8851

子育て応援
クラブの

市民協働事業

臨床心理士の子育て
カウンセリング

10/26,11/30,12/21      ：ちとせっこｾﾝﾀｰ
11/10,12/8, H31/1/12 ：げんきっこｾﾝﾀｰ

【対象】市内居住の 18 歳未満の子の保護者【定員】 各日５人（１人１時間）【託
児】要予約【申込】相談日の前日まで/こども家庭課 ( (24)0935  ▪ＦＡＸ (22)8851

11 / 8 ㊍ 10:00-11:00

10/17 ㊌ 12:00-13:00

マタニティランチデー・座談会 /
助産師来館日。ランチ後は座談会と
妊婦ネウボラ　【対象】妊娠中の方 

【持ち物】昼食、飲み物、母子手帳

10/27 ㊏ 10:30-11:15

子育てスキルアップ講座～パパ編 /
【対象】就学前の子の父（母の同伴可） 

11/14 ㊌ 10:00-11:00

転勤してきた人あーつまれ！
/ 施設紹介と交流【対象】市内
に転入後３年未満で第１子が就
学前の子の保護者【定員】30 人
( 申込順 )【申込】10/23､2411/ 9  ㊎ 10:30-11:15

子どもの歯と栄養講座

ハッピー・ハロウィン
10/20 ㊏ ❶希望が丘児童館
10/26 ㊎ ❷しなの児童館
10/29 ㊊ ❸ひので児童館
10/30 ㊋ ❹しゅくばい児童館
10/31 ㊌ ❺ほくおう児童館
10/31 ㊌ ❻いずみさわ児童館
( ▪ＦＡＸ ❶ (26)2060 ❷ (22)2977
❸ (24)3163　❹ (27)3126
❺ (42)3743　❻ (28)6110

10/ 下旬 10:30-（❶ 11:00-）

音楽工房コンサート / しなの
児童館　( ▪ＦＡＸ (22)2977

11 / 7 ㊌ 10:30-

やさしい親子ヨガ/【定員】20組（申込順）
せいりゅう児童館 (  ▪ＦＡＸ(22)2560
みんな DE リズム / 希望が丘児童館 
(  ▪ＦＡＸ(26)2060

11 / 8 ㊍ 10:30-11:30

色育講座 /【定員】16 人（申込順）
いずみさわ児童館 (  ▪ＦＡＸ(28)6110
親子DE コンサート / ほくよ
う児童館 (  ▪ＦＡＸ(23)6789

11:20-12:0010/25,11/ 8,15



健診申込専用ダイヤル
((24)0617

【担当】市民健康課
((24)0364 ▪ＦＡＸ　(24)8418

ヘルシー料理講習会
【参加料】500 円【定員】20
人（申込順）【持ち物】エプ
ロン ､ 三角きん ､ ふきん ､ 筆
記用具 【申込】10/11-11/9
健康づくり課
((24)0768  ▪ＦＡＸ (24)8418

11/16㊎ 10:00-13:00
総合福祉センター３階 調理教室

～糖尿病予防の食事～
【講話と調理実習】
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フッ化物塗布・歯科相談
【対象】1 年以内に総合保健セン
ターの歯科医師健診、1 歳６か月・
３歳児健診のいずれかを受けた子

【料金】800 円（フッ化物塗布）
【持ち物】母子健康手帳、歯ブラシ

おもな会場は
総合保健センターです

ＢＣＧ予防接種
【対象】５～７か月の子 
※状況によって 3 か月から
11 か月まで接種可。

【持ち物】母子健康手帳、予診票

11/5,21  9:30-11:20/13:00-14:50

と　き ところ
11/  5 ㊊ 10:00-15:00（予約制） 総合保健センター
11/14 ㊌ 10:00-11:30 アリスセンター

11/19 ㊊ 10:00-12:00/13:00-14:00 げんきっこｾﾝﾀｰ / 栄養相談あり
15:00-16:00（予約制） げんきっこセンター

11/21㊌ 9:30-11:30/13:00-15:30 総合保健センター
※身体測定・栄養相談あり。

11/27㊋ 
10:00-12:00/13:00-14:00 ちとせっこセンター15:00-16:00（予約制）

■こどもネウボラ / 健康・育児に関する相談、子育て支援プランの作成など

と　き ところ
11/16 ㊎ 10:00-15:00（予約制） 総合保健センター

11/21 ㊌ 
12:40-13:00　座談会
13:00-14:00　個別相談
※座談会参加の方のみ。

ちとせっこセンター
※12：00- ﾏﾀﾆﾃｨﾗﾝﾁﾃﾞｰ開催。

■妊婦ネウボラ/妊娠期の健康・出産・産後に関する相談

※こども・妊婦ネウボラのスケジュールは、《市民カレンダー》でも紹介しています。

出前健康相談

わくわくママクラブ「子育
て準備コース」 

【対象】市内居住の妊娠中の方
【申込】11/ ８㊍まで
【持ち物】母子健康手帳、筆記用具

11/14㊌  9:30-11:20/13:00-14:50

フッ化物塗布・歯科相談・
歯科医師健診　

【対象】1 歳～就学前の子
【料金】800 円（フッ化物塗布）
【持ち物】母子健康手帳、歯ブラシ

12:30-13:5011/9,16

10:00-11:4511/12㊊

ママのための健康講座 / お母
さんのための骨盤ケア～赤ちゃ
んと一緒に楽しみながら

【対象】２～７か月の子と母
【定員】20 組（申込順）
【申込】10/15-31
【持ち物】母子健康手帳、筆記用具、
飲み物、汗ふきタオル、赤ちゃん用
バスタオル、上靴、動きやすい服装

10:00-12:0011/ 5 ㊊

《申込先 ･ 詳細 》
母子保健課  ((24)0771
★予防接種担当((24)3148

★■FAX 共通 (24)8418

  ▪ＦＡＸ 共通 (24)8418 相談
無料

保健師・栄養士のリレーコラム
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10月は、乳がん月間 です

《対象年齢表》平成 30 年 4 月 1 日現在
40 歳 昭和 52 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月 1 日
45 歳 昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 48 年 4 月 1 日
50 歳 昭和 42 年 4 月 2 日～昭和 43 年 4 月 1 日
55 歳 昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 38 年 4 月 1 日
60 歳 昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日
65 歳 昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月 1 日

※脳ドックは75歳以上も5歳ごとに受診可。
※骨粗しょう症検診は女性の方に限ります。

脳ドック ※１ 骨粗しょう症検診

受診期間 11月～平成31年３月 平成31年３月まで

申込受付期間 10月 10日～ 16日 受付中（定員まで）

料金 ※２ ６，０００円 ６００円

※１ 定員あり(抽選／満たないときは受付継続)。
※２ 生活保護世帯の方はいずれも無料。

脳ドックと骨粗しょう症検診

札幌がん検診センターでの
受診対象者を拡大しました

【従来の対象者】健康診査と
がん検診の両方を受診する方

【新しい対象者】健康診査、がん検診、肝炎
ウイルス検診、エキノコックス症検診のい
ずれかまたは複数を受診する方

1/20,2/4
無料送迎
バス運行

【 日 程 】

高齢者インフルエンザ
　　　　　　　　　　　　   【季節性】予防接種のお知らせ

【対象】市内居住の① 65 歳以上の方、② 60 ～ 65 歳未
満で心臓・腎臓・呼吸器疾患、ヒト免疫不全ウイルスに
より日常生活が極度に制限される程度の障がいのある方

（身体障害者手帳１級の方）【期間】平成 31 年３月 31
日まで (12 月中旬までの接種推奨 )【ところ】市内 32
指定医療機関【料金】一般 1,180 円／国民健康保険・
後期高齢者医療保険の被保険者 各 480 円／生活保護世
帯 無料【持ち物】健康保険証（②の方は身体障害者手帳、
生活保護世帯の方は生活保護受給証明書）、自己負担金
※接種可能日は事前に医療機関へ確認してください。
※入院中や施設入所中のため他の市町村での接種を希
望するときは事前に相談してください。

母子保健課
（ 予 防 接 種 担 当 ）  
　 ( (24)3148
    ■FAX (24)8418

保健師の健康相談・血圧測定

11/1㊍
10:00-11:30

【ところ】図書館
健康づくり課 ((24)0768   ▪ＦＡＸ (24)8418
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INFORMATIONお知らせ

北ガス文化ホール … 市民文化センター
ダイナックスアリーナ … スポーツセンター

ちとせ環境と緑の財団の各種事業
▼緑の相談／①洋ラン個別相談(植え
替え希望の方など)／②秋の剪定教室／
③樹木などの相談(お庭の個別訪問)／
とき 10月31日㊌／①10時～16時／
②10時15分～12時／③13時～16時
ところ ①②ちとせ環境と緑の財団事
務所　▪￥ 無料　▪定 ▪員 ②10人(申込順)
▪申 ▪込 10月30日㊋まで

▼秋のガーデニング教室／ドライフ
ラワーの壁飾りをつくりましょう 
講師･花工房あや 岡本 あや子 氏
▪対 ▪象 市内居住の方　
とき 11月10日㊏／13時30分～15時
ところ 総合福祉センター 402号
▪￥ 800円　▪定 ▪員 20人(申込順)
▪申 ▪込 11月２日㊎まで

●詳 ●申 ちとせ環境と緑の財団
(22)1117　▪ＦＡＸ (22)1118

パソコン講習会
ちとせＩＴボランティアの会の

Windows10の基本的な使い方を学習します｡
とき 10月19日㊎／13時30分～16時
ところ 中心街コミセン
▪￥ 1,000円(テキスト代）
▪定 ▪員 10人(申込順)
▪申 ▪込 10月18日㊍まで／講座名･住所･
氏名･番号･使用機種を明記し､ 
▪ＦＡＸ ▪∨ｅ で申し込み
▪持 ▪ち ▪物  パソコンなど
●詳 ●申 ちとせＩＴボランティアの会
川端  090(7648)7250　▪ＦＡＸ (22)7046
▪∨ｅ info＠chitoseitv.net

里親は､さまざまな事情により､家庭でく
らせない子どもを自分の家に迎え入れて
育てる制度です｡里親には､一般的な「養
育里親」のほか､養子縁組限定の「養子
縁組里親」、両親の死亡・失踪・入院な
どのため､祖父母などが孫を養育する
「親族里親」があります｡子育てを終え
た方､お子さんがいない方､子育て中の方
など､特別な資格は必要ありません｡家庭
で生活できない子どもたちの養育を担う
里親登録をお願いします。
●詳 北海道中央児童相談所
 011(631)0301　▪ＦＡＸ  011(631)4154

里親に登録しませんか

①縄文クッキーをつくろう／どんぐり
を材料にした縄文クッキーをつくります｡
▪対 ▪象 小学生以上の方
とき 10月20日㊏ ／13時30分～15時
▪定 ▪員 30人(申込順)　
▪持 ▪ち ▪物  タオル、飲み物　

②公開講座１「青森県つがる市 田小屋
野貝塚・亀ヶ岡石器時代遺跡につい
て」／講師･つがる市担当職員(申込不要)
とき 10月28日㊐／13時30分～15時

③公開講座２「青森県外ヶ浜町 大平
山元遺跡について」／講師･外ヶ浜町
担当職員(申込不要)
とき 11月10日㊏／13時30分～15時

④勾玉をつくろう／滑石を磨いて古代
人のアクセサリー勾玉をつくります｡
▪対 ▪象 小学生以上の方
とき 11月11日㊐／13時までに集合
▪定 ▪員 24人(当日受付)　
▪持 ▪ち ▪物  タオル

①②③④共通事項　
ところ ①④埋蔵文化財センター
②③北ガス文化ホール　▪￥ 無料
●詳 ●申 ▢市 埋蔵文化財センター
 ▪ＦＡＸ (24)4210

体験学習会・公開講座
埋蔵文化財センター

北海道内で事業を営む使用者とその事業
場で働くすべての労働者（臨時、パート
タイマー、アルバイトなどを含む）に適
用される北海道最低賃金が次のとおり改
定されました。
▪最 ▪低 ▪賃 ▪金 ▪額  ８３５円(時間給)
▪効 ▪力 ▪発 ▪生 ▪日  平成30年10月１日
●詳 北海道労働局 労働基準部 賃金室
 011(709)2311◯内 3533

北海道最低賃金が改定されました

事業の経営や創業などに関する相談を
お受けします(事前予約制)。
とき 10月15日／11時～15時､11月15
日､12月17日／13時～15時　
▪￥ 無料　▪持 ▪ち ▪物  決算書２期分（創業
相談は不要）ほか
●詳 ●申 ●会 千歳商工会議所
 (23)2175　▪ＦＡＸ (22)2122

日本政策金融公庫の１日相談会

LEARNING見る/学ぶ

講師･千歳市企画部 石徹白 悟 氏
とき 10月16日㊋／14時～15時
▪￥ 無料
●詳 ●会 まちライブラリー＠千歳タウン
プラザ　  (25)3544

まちライブラリー企画・千歳を知ろう！
新千歳空港の発展と歴史晩秋のウトナイ湖自然観察会

北海道自然観察協議会

とき 10月21日㊐／10時～12時／９時
50分に鳥獣保護センター駐車場集合
／申込不要　▪￥  100円（保険料）
▪持 ▪ち ▪物  お持ちの双眼鏡､図鑑
●詳 北海道自然観察協議会
宮本   090(6269)2353

ローカルっておもしろい！！／講師･Ｈ
ＴＢアナウンサー 石沢 綾子 氏
▪対 ▪象  市内の学生・求職者、就職支援
関係者など　とき 10月24日㊌／13時
15分～14時45分　ところ 千歳科学技
術大学 本部棟 大講義室／JR千歳駅か
ら無料シャトルバス運行　
▪￥ 無料　▪申 ▪込  10月22日㊊まで
●詳 ●申 ▢市 商業労働課
 (24)0602　▪ＦＡＸ (22)8854

就職支援セミナー
若年求職者向け

不登校やひきこもりの子を支える保護
者の皆さんでお話ししませんか。
とき ①10月20日／18時～20時､②10
月28日､11月25日､12月９日／13時
～15時30分､③11月６日､12月18
日／10時～12時
ところ ①③昭和屋(幸町３丁目７)／
②柏陽町内会館　▪￥ 無料
●詳 不登校の子を支える親の会 ぽっけ
 090(5822)8798
▪∨ｅ pokkapoche1393＠gmail.com

不登校の子を支える親の会 ぽっけ

ドキュメンタリー映画の上映会を通して、
認知症になっても地域で生活するためには
どうしたらよいかをお伝えします。
とき 10月27日㊏／11時～／14時～　
ところ 恵庭市民会館(恵庭市新町10)
▪￥ 無料／市役所､各地域包括支援セ
ンター､千歳市社会福祉協議会で配
布する整理券が必要
●詳 千歳市北区地域包括支援センター
吉田　 (25)8180　▪ＦＡＸ (25)8530

｢徘徊～ママリン87歳の夏｣上映会
認知症になっても安心まちづくりキャンペーン
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▪￥ 参加料･入場料  ●詳 ●申 ●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設

落語とリハビリで介護予防！～エアリハ
ってなぁに？／講師･落語家､理学療法士 
日向亭 葵 氏
とき11月１日㊍/12時50分～14時30分
ところ 北ガス文化ホール
▪￥ 無料　▪定 ▪員 400人(申込順)    
●詳 ●申 千歳市介護予防センター 
 (23)0012 ▪ＦＡＸ (23)0022

介護の日 講演会

青葉公園を散策しながら､野鳥や秋の花
を観賞してみませんか｡初めての方歓迎｡
▪対 ▪象 小学生以上の方(小学３年生以下
は保護者同伴)
とき 11月11日㊐／８時～11時／公
民館前集合(雨天中止時は連絡あり)
▪￥ 無料　▪定 ▪員 15人(申込順)
▪申 ▪込  10月17日㊌～　▪持 ▪ち ▪物  防寒着など
●詳 ●申 ▢市 環境課
(24)0597　▪ＦＡＸ (22)8853

秋のバードウォッチング

▼マインドワークR体験セミナー／
《思考の整理》で自分を大切にするくらしを
サポート。講師･ラ･暮らし 丹羽 志津子 氏 
①シニアライフを豊かな気持ちで送るための
マインドワークR②つい頑張り過ぎちゃう
人の自分に優しくなれるマインドワークR
とき ①11月７日､②14日／10時～11時
▪￥ 無料　▪定 ▪員 各20人(申込順)

▼マジックセミナー／手軽なマジッ
クを体験してみませんか｡ 講師･シルバー
人材センター会員 小笠原 文精 氏
とき 11月15､17日／10時～12時
▪￥ 無料　▪定 ▪員 各20人(申込順)
▪持 ▪ち ▪物  トランプ､500円玉２枚､10円玉１枚

▼短期教室／講師･フィットネスインス
トラクター 東 友子 氏 ①「ＺＵＭＢ
Ａ」教室：世界の音楽に合わせてエクサ
サイズをするダンスフィットネス。②
「座ってリズム体操」教室：シニアや運
動不足の方も安全に行えます｡
とき 11月26日､12月10､24日､平成31
年１月14､28日､２月25日(全６回コー
ス)／①10時～11時／②13時～14時
▪￥ 各1,500円　▪定 ▪員 各30人(申込順)

▼▼共通事項　
▪申 ▪込 10月31日㊌まで／公民館窓口で
申し込み
●詳 ●申 ●会 ▢市 公民館
 (23)2740　▪ＦＡＸ (24)8977

公民館セミナー･短期教室

市民病院の市民健康講座
転倒予防～転ばない体を作ろう！／講師･リ
ハビリテーション技師長　春日　元
とき 10月27日㊏／13時～14時
ところ 市民病院 ２階講義室　
▪￥  無料
●詳 ▢市 市民病院 地域医療連携課
 (24)3000〇内138　▪ＦＡＸ (24)3030

①千歳の農業の講話と千歳産かぼちゃでハ
ロウィンランタンづくり／②ハロウィンラ
ンタン点灯式／いずれも見学は自由
とき 10月28日㊐／14時30分～17時
10分　ところ ①まちライブラリー＠
千歳タウンプラザ／②千歳タウンプ
ラザ前花壇(雨天時室内)　
▪￥ 500円 ／かぼちゃの持ち帰りなし 
100円　▪定 ▪員 60人(申込順)　
▪申 ▪込 10月15日～22日／ ▪ＦＡＸ ∨で申し込み
●詳 ●申 ＦＰスペース千歳
 ▪ＦＡＸ (27)7157

街なかであったか千歳産
ひと・まちづくり助成事業

路線バス運転体験､現役運転手のトーク
セッション､バス会社(北海道中央バス､
千歳相互観光バス､札幌第一観光バスほ
か)の就職相談会など
▪対 ▪象 バス運転手の仕事に関心があり､
バス会社への就職を考えている方／バ
ス運転体験は普通自動車運転免許保有
者のみ(要事前申込)
とき 11月３日㊏㊗／９時30分～15時
ところ 札幌運転免許試験場(札幌市
手稲区曙５条４丁目)
●詳 ●申 (一社)北海道バス協会　
  011(621)4161　▪ＦＡＸ 011(621)1566

バス運転体験＆合同就職相談会
北海道バス協会・北海道 主催

来年こそは家計簿生活を。くらしに役立
つ家事のヒントを紹介します。
▪日 ▪程 11月６日㊋ ／北ガス文化ホール
／11月７日㊌ 恵み野会館(恵庭市恵み
野)／11月９日㊎ えにあす(恵庭市緑町)／
11月10日㊏ 北ガス文化ホール／全日
10時～11時30分　▪￥ 400円
▪託 ▪児 150円(保険料)／要予約
●詳 ●申 千歳友の会　 ▪ＦＡＸ (24)9078

家事家計講習会
千歳友の会

「障がい児・者が市民に理解してほし
いこと」をテーマにワークショップ形
式で語り合う懇談会
▪対 ▪象 障がいのある方とその家族､市内
に居住または通勤・通学する方
とき 11月10日㊏／14時～16時　
ところ 北ガス文化ホール
▪定 ▪員 60人(申込順)　
▪申 ▪込 10月31日㊌まで／氏名･連絡先
を明記し､ ▪ＦＡＸ ▪∨ｅ で申し込み
●詳 ●申 ▢市 障がい者支援課　
  (24)0327　▪ＦＡＸ (22)8851
▪∨ｅ shogaishien@city.chitose.lg.jp

障がい児･者と市民の懇談会
みんなをつなげる会 協働事業

▪対 ▪象 義務教育を修了し､小売業・流通業
に従事しているか従事を希望する方など
とき 11月15日～平成31年１月31日(全
10回)／18時～20時30分
ところ 千歳商工技術センター（千歳
商工会議所内）　
▪￥ 15,000円(指定テキスト代など)
▪申 ▪込 10月31日㊌まで／申込書に記入
の上、受講料を添えて申し込み
その▪他 予備試験に合格した方は、販
売、経営管理科目が免除となります。
●詳 ●申 千歳商工会議所 総務課
高岡　 (23)2175　▪ＦＡＸ (22)2122

養成講習会
３級リテールマーケティング(販売士)

願望を実現化させる集中力向上法～集中力
のコントロールは人生をコントロールす
る／講師･合同会社友歩 代表 上前 拓也 氏
▪対 ▪象 自分の生き方や自分の仕事を創
るキャリアを磨きたい方
とき 11月17日㊏／13時30分～16時
ところ 北ガス文化ホール
▪￥ 無料　
▪定 ▪員 50人(申込順)
▪申 ▪込 11月13日㊋まで
▪託 ▪児 １歳～就学前／無料／定員あり
／11月６日㊋までに申し込み
●詳 ●申 ▢市 市民協働推進課
 (24)0551　▪ＦＡＸ (22)8852

再チャレンジ支援セミナー
男女共同参画
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応急手当の重要性､救命に必要な応急手
当､心肺蘇生法(上級：成人､小児､乳児／
普通：成人)の実技、ＡＥＤの使用法
▼上級救命講習
とき 11月18日㊐／９時～18時
▪定 ▪員 10人(申込順)　

▼普通救命講習Ⅰ
とき 11月25日㊐／10時～13時
▪定 ▪員 20人(申込順)　

▼▼共通事項　
ところ そなえーる　▪￥ 無料
▪持 ▪ち ▪物  筆記用具､再受講の方は前回
の修了証､動きやすい服装
●詳 ●申 ▢市 消防署救急課
 (23)3062〇内353　▪ＦＡＸ (22)8850

消防署の救命講習会

社会福祉大会･ちとせ地域福祉フォーラム
①社会福祉大会：各種福祉表彰／②ちとせ地
域福祉フォーラム：講師･長野オリンピックス
ピードスケート金メダリスト 清水 宏保 氏
とき 11月18日㊐／受付12時～13
時／①13時～／②14時～14時50分
ところ 北ガス文化ホール　▪￥ 無料
▪定 ▪員 400人(申込順)／②は●詳 で配布す
る整理券が必要
●詳 ちとせ地域福祉フォーラム実行委
員会事務局 千歳市社会福祉協議会  
総務課    (27)2525　▪ＦＡＸ (27)2528
▢市 福祉課  (24)0292　▪ＦＡＸ (22)8851

地域の健康づくり

脳を育て､夢をはぐくむ／講師･東北大
学加齢医学研究所 所長 川島 隆太 氏
とき 12月９日㊐／14時～15時30分
ところ 北ガス文化ホール
▪￥ 無料　▪定 ▪員 400人(申込順)
▪申 ▪込  10月17日㊌～　▪託 ▪児  生後10か
月以上／定員20人(申込順)
▪そ ▪の ▪他  子の同伴受講可
●詳 ●申 ▢市 生涯学習課
 (24)0848　▪ＦＡＸ (27)3770

家庭教育セミナー

河川内の樹木(おもにヤナギ類)を伐採
し､薪などとして自家消費する方を募集
します｡伐採区画：20ｍ×20ｍ(予定)
▪対 ▪象 樹木の伐採･積込･運搬ができる
市内居住の方　▪と ▪き 11月上旬～12
月上旬(予定)　ところ 根志越地先河
川敷(千歳川)　▪￥ 無料
▪申 ▪込 10月22日㊊まで／詳細は▪HP で確認
●詳 ●申 千歳川河川事務所 計画課
 (24)1114〇内246　▪ＦＡＸ (23)1036
▪HPhttp://www.hkd.mlit.go.jp/sp/

樹木の伐採希望者を募集します

▼自衛官等募集説明会
とき 10月28日㊐／10時～12時
ところ 北ガス文化ホール３階 中会議室１

▼陸上自衛隊高等工科学校説明会
とき 11月10日㊏／10時～12時　
ところ 北ガス文化ホール４階 小会議室１
●詳 ●申 自衛隊札幌地方協力本部 千歳地
域事務所　 (23)2642　▪ＦＡＸ (26)1775
※詳細はお問い合わせください。

自衛官などの募集説明会

ステージ出演者､ハンドメイドやワーク
ショップなどの出店者を募集します｡
▪と ▪き 11月23日㊎㊗
ところ 千歳タウンプラザ
●詳 ●申 みんなの椅子
岩本  090(2818)8253
▪▪∨ｅ  minnanoisu@gmail.com
※詳細はインターネットで《みんなの
椅子▪HP》を検索してください｡

出演者･出店者を募集します
｢ちとせカーニバル｣の

ワープロ･表計算技士･日商簿記の各３級､情
報セキュリティ単一級､オフィスドキュメン
ト講習､プレゼンテーション用のオリジナル
スライド作成･編集､接遇基本作業など
▪対 ▪象 一般求職者(公共職業安定所長の受
講指示･推薦･支援指示が受けられる方)
▪と ▪き 11月27日～平成31年２月26日／
９時～16時／㊏㊐㊗ 年末年始を除く
ところ 千歳職業技術専門校
▪￥ 無料(テキスト､検定料別途)
▪定 ▪員 20人／選考試験11月６日㊋９
時～(筆記試験(国語､数学)と面接)
▪申 ▪込  10月26日㊎まで
●詳 ●申 千歳公共職業安定所(ハローワー
ク千歳)    (24)2177　▪ＦＡＸ (24)2178

パソコン経理科受講生募集
公共職業訓練

千歳地域クラウド交流会
市内起業家がビジネスプランのプレゼン
を行い､参加者が起業家の応援(クラウド
ファンディングによる投票)をすることで
交流を創出し、地域活性化を図ります｡
▪対 ▪象 起業を希望する方／起業家を応援し
たい方／地域活性化に貢献したい方など
とき 10月13日㊏／14時～17時
ところ 千歳タウンプラザ　
▪￥ 1,000円(投票券500円込)
●詳 千歳地域クラウド交流会実行委員会
事務局　城地  (25)5010　

ちとせ消費者まつり
企業などの体験展示ブース､千産千消カレー
食堂､採れたて野菜の直売､インスタグラム
投稿キャンペーン､おたのしみ抽選くじなど
とき 10月27日㊏／10時～15時／昨年
度と曜日･開始時間が異なります。
ところ 北ガス文化ホール
●詳 ▢市 市民生活課
 (24)0183　▪ＦＡＸ (22)8853
千歳消費者協会 (㊋㊌㊎の10時～16時)  
 ▪ＦＡＸ (24)3139
※イベントの最新情報は
▪HP ｢ちとせの暮らし｣から

千歳リハ大の子どもカフェ
学生による全身を使った遊び､手先を使っ
た創作遊び､保護者の交流など(託児あり)
▪対 ▪象 年中～小学２年生
とき 10月28日㊐／10時～11時30分
▪￥ 無料　▪定 ▪員 15人(申込順)
▪申 ▪込 参加日､住所､連絡先､保護者氏
名､子の氏名･年齢･性別を明記し､▪∨ｅ 
 で申し込み
●詳 ●申 ●会 北海道千歳リハビリテーショ
ン大学　 (28)5331　▪ＦＡＸ (28)5335
▪∨ｅ kodomo＠chitose-reha.ac.jp

夜空に浮かぶお城の前で撮影会｡皆さん
趣向を凝らした服装で来てください｡綿
あめの販売もあり｡
▪と ▪き 10月27日㊏／①司会者付き撮影
会(１組10分程度)：11時～13時／②勝
手に撮影会：13時30分～16時　
ところ 千歳タウンプラザ
▪￥ 無料　▪定 ▪員 ①10組(当日受付)
●詳 みんなの椅子
岩本  090(2818)8253
▪▪∨ｅ  minnanoisu@gmail.com

ハロウィンコスプレ撮影会
みんなの椅子主催 魔界コスプレパーティー

自然の草木を使ってクリスマスリースを
作製します。
▪対 ▪象 市内居住の中学生以上の方
とき 11月17日㊏／10時～12時／受付
９時30分～　ところ 中心街コミセン
▪￥ 1,500円　▪定 ▪員 40人(申込順)
▪申 ▪込 10月11日～11月９日
●詳 ●申 千歳市環境整備事業協同組合
 (24)1366　▪ＦＡＸ (27)2861

クリスマスリース作り講習会
環境整備事業協同組合の



折り紙ヒコー
キ全国大会
の千歳予選
会を初開催
します｡
▪募 ▪集 室内滞

空時間競技(個人戦)／①小学生以下の
部／②一般の部(中学生以上)／①②合
計100人
▪と ▪き 12月８日㊏／11時～
ところ 総合武道館　▪￥ 200円(材料費)
▪申 ▪込  ▪HP  https://www.jal.com/ja/
csr/origami_yosen/ から申し込み
●詳 折り紙ヒコーキ千歳予選会デスク
 011(232)7203　▪ＦＡＸ 011(232)7219

記事掲載の希望団体は、原稿を発行月の前月10日までに
広報広聴課まで｡（ＦＡＸ､Ｅメール、郵送、持参のいずれか）
ＦＡＸ(22)8852、Ｅメール kohokocho@city.chitose.lg.jp

▪￥ 参加料･入場料  ●詳 ●申 ●会  詳細､申込先､会場   電話番号 ▪ＦＡＸ ファックス番号 ▪∨ｅＥメールアドレス ▪HPホームページアドレス ▢市 市の組織･施設
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ＪＡＬ折り紙ヒコーキ全国大会 
折り紙ヒコーキ協会 主催

検定受験･養成講習説明会
千歳スキー連盟の準指導員･認定指導員

▪対 ▪象 千歳スキー連盟に所属し､養成講
習に参加可能な方／スキー準指導員：
18歳以上の級別テスト１級以上保持
者／スキー認定指導員：18歳以上の
級別テスト２級以上保持者
とき 10月18､19日／18時～20時
ところ 教育委員会庁舎１階 スポー
ツ団体室（入口右横）
●詳 千歳スキー連盟
菅野　  090(8373)5604
▪▪∨ｅ  kanchan0103jp@yahoo.co.jp

染めと手織り､籐工芸､押し花､ドライフラワー､
グラスアート､ビーズアクセサリー､洋裁､木工
芸､色紙製作､創作ちりめんなどの作品展示､体
験や作品販売(益金は社会福祉協議会へ寄付)など
とき 10月27､28日／10時～17時／最
終日は16時まで　
ところ市民ギャラリー　▪￥  無料 
●詳 千歳手工芸協会
三浦　 ▪ＦＡＸ (23)1287

手工芸協会作品展

チトセ市民芸術祭
◉北ガス文化ホールの舞台・展示

▼ちとせ DANCE DANCE DANCEフェ
スティバル
とき 10月21日㊐／18時～20時15分
▪￥ 当日1,500円／前売1,000円
●詳 ちとせジャズダンス連盟
中島  (24)1336

▼総合作品展／作品展示、総合華展、
菊花展　とき 11月２日～４日／10時
～17時／最終日は16時まで　
▪￥ 無料
●詳 千歳市文化団体連絡協議会
神子  ▪ＦＡＸ (22)7170

▼総合舞台公演
とき 11月３日㊏㊗／10時30分～16時
▪￥ 無料
●詳 千歳市文化団体連絡協議会
神子  ▪ＦＡＸ (22)7170

◉市民ギャラリーの展示

▼総合作品展 書道展
とき 11月２日～４日／10時～17時／
最終日は16時まで　▪￥ 無料
●詳 千歳書道協会
主計　(27)7289

▼総合作品展 美術展
とき 11月２日～４日／10時～17時／
最終日は16時まで　▪￥ 無料
●詳 千歳美術協会
高木  080(3230)4838

◉◉市民芸術祭全般に関すること
●詳 千歳市文化団体連絡協議会
神子　▪ＦＡＸ (22)7170

ポップスコンサート
千歳吹奏楽団

トムとジェリー､吹奏楽のための組曲
「ONE PIECE」､「ジュラシック・パー
ク」サウンドトラックハイライトほか
とき 10月28日㊐／14時開演
ところ 北ガス文化ホール
▪￥ 当日1,000円／前売700円／小･中学
生300円／チケットは北ガス文化ホー
ルなどで販売　▪そ ▪の ▪他  未就学児は保
護者同伴で入場可
●詳 千歳吹奏楽団
三浦　  080(6093)1593

幕末の千歳と松浦武四郎～タイムスリップ
幕末の千歳／講師･千歳ひと・魅力まちづ
くりネットワーク代表 三上 禮子 氏
とき 11月３日㊏㊗／15時～17時
●詳 ●会 ▢市 図書館   (26)2131 ▪ＦＡＸ (26)2133

｢読書週間事業｣講演会
図書館開館30周年記念

市営有料施設の営業終了日
▼キャンプ場の営業終了日
①泉沢自然の森キャンプ場：10月21日
㊐／②青葉公園ピクニック広場：10月
28日㊐／③メムシ公園ピクニック広
場(ＢＢＱコーナー)：10月28日㊐

▼パークゴルフ場の営業終了日
全パークゴルフ場：11月11日㊐
▪そ ▪の ▪他 11月11日最終日のみ全施設
を無料開放／つばさ公園､アンカレ
ジパーク､遺跡公園､勇舞すこやか公
園､指宿公園は､11月５日～11日の間､
休まず営業

●詳 千歳市環境整備事業協同組合
(24)1366　▪ＦＡＸ (27)2861 



作
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
理
解
し
て

稽
古
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え

ば
、
居
合
道
で
は
、
正
座
を
す
る
と
き
、

足
の
指
先
を
重
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
敵

が
襲
っ
て
き
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
動
け
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　
今
回
、
範
士
の
称
号
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
指
導
者
と
し
て
、
い
っ
そ
う
の
責
任
を

感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
の
尊
敬
す
る
師
の
よ

う
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
と
戸
惑
い
も
感
じ
ま

す
。
一
方
で
、
師
の
演
武
を
こ
れ
か
ら
も
追

い
求
め
、
ま
た
、
そ
の
教
え
を
伝
承
し
て
い

く
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
横
田
さ
ん
は
、
幼
稚
園
の
園
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
普
段
は
、
子
ど
も
た
ち
に
親

し
ま
れ
る
優
し
い
笑
顔
で
す
が
、
ひ
と
た

び
真
剣
を
手
に
す
る
と
、
鬼
気
迫
る
剣
士

の
顔
に
一
変
。
そ
の
表
情
に
は
、
厳
粛
に

道
を
追
い
求
め
て
き
た
が
ゆ
え
の
風
格
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
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■横田  清隆（よこた  きよたか）さん／長都駅前在住／
学校法人 千歳学園 理事／メリー幼稚園・第２メリー
幼稚園 園長／昭和 52 年から居合道を始め ､ 今年５月
に全日本剣道連盟 居合道の最高位称号《範士》に合
格。全国で 53 番目、北海道で唯一の範士となった。

プロフィール

　
日
本
刀
を
用
い
る
武
道
の
《
居
合
道
》。

試
合
で
は
、
２
人
の
出
場
者
が
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
全
日
本
剣
道
連
盟
（
全
剣
連
）

居
合
と
各
流
派
の《
形
》を
演
武
し
、修
行
の

深
さ
、
礼
儀
、
技
の
正
確
さ
、
心
構
え
な
ど

を
審
判
員
が
判
定
し
て
勝
敗
を
決
め
ま
す
。

　
今
年
５
月
、
居
合
道
の
最
高
位
称
号
で
あ

る
《
範
士
》
に
合
格
し
た
横
田
さ
ん
。
範
士

は
、
８
段
と
な
っ
た
後
、
８
年
以
上
が
経
過

し
、
地
方
代
表
団
体
長
か
ら
推
薦
ま
た
は
全

剣
連
の
会
長
が
適
格
と
認
め
た
者
に
の
み
受

審
資
格
が
与
え
ら
れ
、
合
格
者
が
い
な
い
年

も
あ
る
ほ
ど
の
狭
き
門
で
す
。

　
技
量
の
み
な
ら
ず
、
識
見
や
人
格
に
優

れ
た
剣
士
の
み
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
、

名
誉
あ
る
称
号
を
手
に
し
た
横
田
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

●
居
合
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
「
昭
和
52
年
に
、
何
か
趣
味
を
も
と
う
と

訪
れ
た
札
幌
市
中
央
体
育
館
で
、
居
合
道
の

演
武
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
最

初
は
、
弓
道
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
弓
道
の
稽
古
が
休
み

だ
っ
た
の
で
す
（
笑
）。
で
も
、
初
め
て
見

た
居
合
道
の
演
武
は
、と
て
も
格
好
良
く
て
、

す
ぐ
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

●
長
年
、居
合
道
を
続
け
ら
れ
た
理
由
は
？

　
「
実
は
、私
は
空
手
や
少
林
寺
拳
法
も
習
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

全
然
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
居
合
道
に
、
私

が
魅
せ
ら
れ
た
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
難
し

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
思
っ
た
と
お
り
に
身
体
が
動

か
な
い
悔
し
さ
が
あ
る
か
ら
、
何
度
も
稽
古

を
重
ね
る
の
で
す
。
居
合
道
で
は
、
同
じ
形

を
何
十
年
と
繰
り
返
し
稽
古
し
て
い
く
の
で

す
が
、
私
は
、
い
ま
だ
に
一
度
も
理
想
の
演

武
が
で
き
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
後
も
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

　
居
合
道
は
、
試
合
の
勝
ち
負
け
や
相
手

を
斬
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
武
道
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
己
を
極
限
ま
で
高
め
、
刀
を

抜
か
ず
し
て
、
敵
を
い
さ
め
る
こ
と
が
居

合
道
の
真し

ん
ず
い髄
で
す
。
日
々
の
稽
古
を
通
じ

て
、
自
分
と
向
き
合
い
、
心
身
を
鍛
練
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
終
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、
命
絶
え
る
ま
で
、

自
分
の《
道
》を
求
め
続
け
る
で
し
ょ
う
。」

●
自
身
の
鍛
錬
や
指
導
で
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
と
今
後
の
目
標
は
？

　
「
こ
れ
は
、
私
の
師
か
ら
引
き
継
い
だ
教

え
な
の
で
す
が
、
ま
ず
何
で
も
真
面
目
に

一
生
懸
命
や
る
こ
と
。
居
合
道
の
稽
古
だ

け
で
は
な
く
、
仕
事
や
家
事
な
ど
生
活
に

関
わ
る
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し
て
真
摯
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
居
合
道
の

演
武
に
は
、
必
ず
普
段
の
生
活
態
度
が
表

れ
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
演
武
の
一
つ
一
つ
の
動
作
に
は

意
味
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
動

横
田
　
清
隆  

さ
ん

よ
こ
た 
● 

き
よ
た
か

「命絶えるまで、
自分の《道》を求め続ける」

居合道・範士八段の思い

居合道の高段者は
真剣を用いて演武
を行います。稽古
が始まると、場は
独特の緊張感で張
り詰めます。



う  ち  の  町内会紹 介

します
I LOVE MY
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「 冬 支 度 」   　 　 No.211

人
の

う
ご
き

《総人口》

96,984 人 ( － 83)

男性　49,200 人 ( － 68)

女性　47,784 人 ( － 15)

《世帯》49,199 世帯 (－ 100)

(  )内は、前月との

比較です。10●1
現在

「タウンガイド」は､市民活動

団体やサークルの行事、会員募

集などを掲載しています。営利

活動にあたるものは掲載できま

せんのでご注意ください。

広報広聴課　広報係
(24)0104 ■FAX (22)8852

No.55　桂木３・４丁目町内会
みんなが安心してくらせる《明るいまち》に

こ
の
た
び
の
地
震
の
あ
と
、

町
内
会
で
は
、
福
祉
部

の
役
員
が
１
人
ぐ
ら
し
の
高
齢

者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
停
電
の
せ
い
で
情
報
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、《
隣
近

所
の
助
け
合
い
》
の
大
切
さ
を

身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

桂
木
に
は
昭
和
58
年
か
ら

住
ん
で
い
ま
す
が
、
私
は
単
身

赴
任
で
家
を
留
守
に
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。そ
の
間
、

家
族
が
町
内
の
皆
さ
ん
に
大

町内会長  橋
はしもと

本  一
かずひろ

博  さん

お問い合わせ先　 (26)0723

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
恩
返
し
の
意
味
も
あ
り
、
定

年
後
に
町
内
会
の
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
町
内
会
館
を
建

て
替
え
ま
し
た
。
資
金
は
、
寄

付
を
募
ら
ず
、
集
団
資
源
回
収

な
ど
の
限
ら
れ
た
収
入
源
か

ら
、
役
員
み
ん
な
で
汗
を
流
し

な
が
ら
７
年
か
け
て
用
意
し
ま

し
た
。
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
一
緒
に
走
っ
た
役
員
は
、
か

け
が
え
の
な
い
仲
間
で
す
。

　
私
の
家
か
ら
は
公
園
が
よ

く
見
え
ま
す
。
自
分
た
ち
の

手
で
整
備
し
た
公
園
で
、
親

子
連
れ
の
方
が
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
る
と
、
こ
の
上
な

い
喜
び
を
感
じ
ま
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
内
に
住
む

み
ん
な
が
安
心
し
て
く
ら
せ

る
《
明
る
い
ま
ち
》
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

う  ち  の    先生

作文を書いてくれた 

　武
た け だ

田 和
な ご み

花  さん

北栄小６年１組は 鈴
す ず き

木 美
み な こ

奈子 先生が	
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千
歳
市
東
雲
町
２
丁
目　

（

　

(24)
０
１
０
４　

FAX
　

(22)
８
８
５
２
）

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.lg.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27)

編
集
後
記

■
市
の
水
道
局
職
員
に
よ
る
漏
水
調

査
な
ど
の
支
援
活
動
取
材
の
た
め
、

厚
真
町
と
安
平
町
に
出
張
し
た
。
現

地
の
惨
状
に
い
た
た
ま
れ
な
い
気
持

ち
に
な
っ
た
が
、
町
民
の
笑
顔
も
あ

っ
た
。
「
た
く
さ
ん
の
人
が
支
援
に

来
て
く
れ
る
。
悪
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
」
と
の
言
葉
に
奮
い
立
つ
。

「
が
ん
ば
れ
！
広
報
あ
つ
ま
、
が
ん

ば
れ
、
全
道
の
広
報
担
当
者
！
」

■
「
編
集
後
記
は
自
分
の
色
を
出
し

た
方
が
良
い
」
…
広
報
配
属
時
に
上

司
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
こ
の

教
え
を
守
り
、
私
生
活
や
黒
歴
史
を

切
り
売
り
す
る
捨
て
身
の
戦
術
で
綴
っ

た
編
集
後
記
も
こ
れ
が
最
後
と
な
り

ま
し
た
。
取
材
先
で
出
会
っ
た
、
ま

ち
で
頑
張
る
皆
さ
ん
の
熱
意
と
笑
顔

を
今
後
の
私
の
糧
と
し
ま
す
。
２
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 ９月23日

 グリーンベルトで撮影

　 今月の表紙

各種イベントが地震により
中止となる中で、《ふるさ
とポケット》が盛大に開催
されました。《ふまねっと
運動体験》ブースでお会い
した千歳リハビリテーショ
ン大学の皆さんに、元気な
笑顔をいただきました。

12

3

4

5

　

９
月
１
日
～
３
日
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
主
催
《
シ
ル
バ
ー

展
》
で
は
、
会
員
に
よ
る
手
工
芸

品
な
ど
の
力
作
が
会
場
に
ず
ら
り

と
並
び
、
恒
例
の
《
包
丁
研
ぎ
》

も
朝
か
ら
依
頼
者
の
行
列
が
で
き

ま
し
た
。
熟
練
者
の
皆
さ
ん
は
、

汗
を
拭
い
な
が
ら
も
笑
顔
で
し
た
。

　

９
月
３
日
。
千
歳
神
社
秋
季
例

大
祭
の
最
終
日
に
行
わ
れ
た
《
み
こ

し
渡と

ぎ

ょ御
》。
千
歳
巴
会
の
担
ぎ
手
が

鳥
居
を
く
ぐ
り
、
見
物
客
で
埋
め
つ

く
さ
れ
た
参
道
を
進
む
と
、
祭
り
の

熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
。
泉
郷
神
社
の
秋
季

例
大
祭
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る

《
泉
郷
獅
子
舞
》
の
奉
納
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
軽
や
か
な
笛
の
音
、
太

鼓
の
音
頭
と
か
け
声
に
合
わ
せ
た

舞
は
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
る
市
の
美
し
い
文
化
財
で
す
。

　

９
月
21
日
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
先
住
民
族
《
マ
オ
リ
》
と
ア

イ
ヌ
民
族
と
の
交
流
事
業
《
ア
オ

テ
ア
ロ
ア
・
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
９
月
末
ま
で
開
催
）》

に
参
加
し
た
一
行
が
市
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。
異
な
る
文
化
の
交
流

の
深
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
27
日
。
地
震
の
影
響
で《
敬

老
会
》
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
長
寿
と

健
康
を
お
祝
い
す
る
《
祝
い
品（
よ

う
か
ん
）》
が
、
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
で
手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

12345

いつまでも
お元気で︕
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